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　リノベーションが完了し、新たに生まれ変わったばかりの店の中には、希望の香りが満ちている。

「わぁ……わぁ、すごい……！」

「お気に召していただけましたか？」

「ええもう、すっごくおしゃれで、かっこよくて……これが、僕らの店になるなんて……」

　感動のあまり半泣きになっている夫の前に一歩出てきた奥さんが、ぎゅっと旬の手を固く握りしめる。そしてブンブンと勢いよく上下に振った。

　打ち合わせの時は常にメインで話をしていたしっかりものの奥さんだが、今は夫と同じく瞳をうるうるときらめかせ、唇をぎゅっと引き結んでいる。

　ついこの間までこの場所には、主あるじを失ったばかりの古びた商店が、こぢんまりとうずくまっていた。

　その商店を買い取ったのは、関東から越してきた芦田あしだ夫妻。二十五歳同士という若いご夫婦である。

「妻の故郷である京都市内でカフェを開く」という夢を胸に抱き、旬がデザイナーとして所属するリノベーション会社・エースクラフト設計事務所へ相談に訪れたのが三ヶ月前のこと。初夏の青空も眩しい晴れの日に、無事引き渡しの日を迎えることができた。

　エースクラフト設計事務所は店舗専門のリノベーション会社だ。デザイン・設計・施工までを一貫して引き受ける。

　今回、常盤ときわ旬しゅんが主となって担当したこの物件は、京都の中心部・四条烏丸から東へ一筋入った場所で、新たに生まれ変わった小さなカフェだ。

　京都を南北に縦走する烏丸通りと、東西に横たわる四条通り。二本の通りが直角に交差した道沿いには、商業ビルや大手企業のオフィスビルが立ち並んでいる。平日はビジネスマンたちが足早に行き交い、流れる時間も忙しなく早い。

　だが、碁盤の目状に作り上げられた街並みの中、大通りから細い路地へ入ってみると、車通りが一気に減る。そのためか、途端に時の流れがゆるやかなものに変化する。

　そして、細い道沿いには、様々な業種の小さな商店がずらりと軒を連ねている。

　ふらりと路地を曲がってみれば、歴史ある寺院にひょっこり出くわすこともあり、思いがけず様々なものに出会える楽しい街だ。

　大学進学を機に京都へ来て八年が経ったが、今でも新鮮な発見に溢れた土地だと、旬は常々感じている。

　この界隈は古くからの伝統を受け継ぐ老舗もあれば、若く洒落た店もたくさん生まれる。だが、誕生して二、三年で潰れてゆく店もまた少なくはない。

　店主の経営手腕によるところも大きいが、店が長く愛されるためには、デザインも重要だ。商売を長く活気づかせるためには、上部だけが洒落ているものを造るのではなく、細部まで計算され尽くされたデザインを施してゆかねばならない。

　そして、訪れる客のことだけを考えるのではなく、働く人々の居心地の良さについて考えることも大切だ。スタッフのモチベーションは店の業績に直結する。

　人が集まり、人が心地よく過ごすことのできる空間を作り出すこと。それが、店舗デザイナーに求められる技術だ。

「常盤さん、ありがとうございます！　こんな素敵に仕上げてもらえるなんて夢みたいです……！」

「いえ、僕だけの力じゃありませんよ。芦田さんご夫婦がしっかりとしたイメージを作り上げておられたので、いいお店ができたんです。僕はそれを形にするお手伝いをしただけですよ」

　そう言って、旬は爽やかに笑みを返した。

　芦田夫婦が理想とするものは、「地域に馴染み、日常的に立ち寄りたくなる明るいお店」というものだった。

　通勤・買い物客の関心を惹きつつも京都らしさをそこなわず、かつ、周囲の店とは少し違った新しさのあるデザインにしたい――旬は芦田夫婦と打ち合わせを重ね、色々な話をしながら現地を歩いた。クライエントからイメージを引き出し、デザインに生かすためだ。

　壁は白漆喰、張り出した軒先は瓦葺きで、左右に並んだ古い民家とも馴染みがいい。

　玄関口の引き戸には大きな一枚ガラスを入れ、そこに直接、読みやすいフォントで英字の店名が入っている。和の雰囲気を出しつつも、明るく人懐っこい店構えになっているためか、開店前だが店の前を行き交う人々の視線は好意的である。

　お客を迎える通りに面した玄関口にはショーケースがあり、ここには可愛らしいケーキが並ぶ予定だ。ケーキに乗ったクリームや、フルーツ類のみずみずしさを引き立てるよう計算されたＬＥＤライトが配置されている。そしてレジ脇の通路を通って奥へ入ると、思いのほか広々としたイートインスペースがある。天井を高く取り、壁に膨張色である白を置くことで、実際には狭小なスペースを開放的に見せているのだ。

　芦田ご夫婦はソファ席に座ったり、さりげなく置かれた背の高い観葉植物の葉を愛おしげに撫でたりしつつ写真を撮り合い、とても満足げな表情である。それを見て、旬もホッと一安心だ。

　奥さんの頭の中には、相当はっきりとしたイメージがあった。しかしクライエントの要望を全て現実にできるわけではないため、意見のすり合わせも必要になってくる。だが旬は、できる限りクライエントの希望に添えるよう努力してきた。

　社会人になってから痛感していることがある。それは、「デザインの仕事には、高度なコミュニケーションスキルが必須」というものだ。

　芸大では、さまざまな技法を学ぶことができるけれど、コミュニケーションについては教わらない。社会に出てから、己で培ってゆくしかないのである。

　実際現場に出てみて、クライエントのニーズを深く把握するためには、それなりの話術も必要だと肌で感じた。施工を担当する地元の職人たちにも、クライエントとデザイナーの描くイメージを正確に伝えなくてはならない。京都は昔気質な職人も多いため、話術にはコツがいる。入社してすぐの頃はその辺りの加減が分からず、手痛いミスを犯してしまうこともあったものだ。

　だが、旬には適性があったらしい。人との会話に困ったことはないし、昔から流行に敏感だったおかげもあってか、その業態ごとに受け入れられそうなものが感覚的に分かるのだ。旬のセンスの良さは上司にもクライエントにも認められ、旬がデザインを担当した店の業績は軒並み右肩上がりである。

　クライエントの嬉しそうな表情を見ていると、旬もまた幸せな気持ちになる。やりがいのある仕事で、毎日が充実している。

　話をしながらもイメージを膨らませる作業も、リノベーション前の古い建物から感じる歴史を味わうことも。

　クライエントが店を構えるに至った経緯を聞くことも、生まれ変わった店舗にたくさんの人が訪れている様子を眺めることも、何もかもが楽しい。手がけた空間が形になるという確固たる手応えに、深い充実感を得ることもできる。

　学生時代に学んだことを活かせる仕事だ。こんなにも恵まれた環境で働くことができている自分はラッキーだと思うのに。

　時折、遠い昔に諦めた夢が、旬の表情を曇らせる。
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　その日の晩。今回チームを組んで仕事をしたベテラン建築士とともに、旬は祇園の奥座敷・石塀小路にある料亭「花霞はながすみ」へと向かっていた。

　ネット情報によると、「花霞」は本格的な京懐石を堪能できる老舗料亭。ホームページを一目見ただけで、敷居の高い店だと分かった。おそらくは一見さんお断りタイプの店だろう。

　旬ひとりでは決して足を踏み入れることのできない場所だが、今回の仕事も大好評のうちに完了したことを祝して、ベテラン一級建築士・湯川ゆかわ寛治かんじがささやかな打ち上げの席を設けてくれた。

　祇園の風景に馴染んだ板塀が続き、石畳の敷かれた道が細長く伸びる。

　まだほんのりと明るさを残した空の下、通り沿いに並んだ店の軒先に浮かぶ提灯の明かりには、えもいわれぬ情緒があった。街中は茹うだるよう暑さだが、ここは少しだけ空気がひんやりとしているように感じる。打ち水のされた石畳は艶を帯び、提灯の明かりをほのかに映し出している。

　ふと、お座敷に向かう舞妓とすれ違い、旬はその姿を目で追った。旬と目が合うと、若い舞妓はしゃなりと会釈を返しつつ、紅色の唇に、上品な微笑びしょうを浮かべた。

　白粉の塗られたうなじに、艶やかな着物がよく映える。改めて、美しい光景だなと旬は思った。

「常盤くん、着々と実績積んでるじゃない。さすがだね」

　好奇心にきらめく瞳で、上品に整った町並みを歩くのは、アシスタントの篠原しのはら光一こういちだ。

　旬とは同期入社だが、年齢は二つ上。建築系の大学を出たあと、一級建築士を目指して実務経験を積んでいる最中である。

　なお、「俺はアシスタントなのに、年上扱いされると悲しくなる」と篠原が言うので、旬はなるべく敬語を使わないよう心掛けなくてはならない。

「いやいや、まだまだだって。毎回けっこうハラハラしてるし」

「ほんとに？　そんなふうには見えないけどなぁ。いつも爽やかイケメンスマイルで余裕じゃん。喋るのも上手いしさ」

　篠原が言うように、旬の容姿は秀でて目を引く。

　１８４センチの長身で手足は長く、顔立ちにも華がある。すっと通った鼻筋に、きれいな弧を描く二重まぶた。黙っているとクールに見られがちな目元はきりりとして凛々しいが、笑うと八重歯がのぞいて可愛い――と、これまで出会った女性たちには、そう評されることが多かった。

　もともと色素が薄いたちであるため、髪色は柔らかな栗色だ。中学高校時代はしばしば「黒くしてこい」と言われ面倒だったものだが、旬はこの髪色を気に入っている。

「ほんまになぁ。まだ若いのに、常盤くんバリバリ働いてくれて助かるわ」

　と、ダンディな笑みを浮かべているのが、一級建築士の湯川だ。

　今年で五十五歳、ジムで鍛え上げた筋肉質な体つきに、ビシッとキマったオーダースーツがよく似合う。まさに「紳士」という言葉がぴったりくるようなイケオジだ。

「いえいえ、湯川さんがいっぱい相談に乗ってくれたおかげですよ。いつも勉強になってます」

「えっ、ほんま？　常盤くん聞き上手やから、ついついいらんアドバイスまでしてまうけど」

「そんなことありませんよ。すごくためになりますよ」

「ゴマ擦りも上手いなぁ、常盤くんは。イケメンて得だなぁ」

　ニコニコしながら篠原がそんなことを言うので、旬もまた良い笑顔で篠原を見下ろした。

　ちなみに篠原は、生真面目そうな顔立ちをした小柄な男だ。身長は１７０センチと言い張っているが、おそらくはもっと小さい。

　きれいめカジュアルの似合う優男だが、時折空気の読めない発言をするので、一緒に仕事をしているとヒヤヒヤすることもある。この数年で、フォロースキルまで格段にアップした旬である。

　事務所ではスーツを着用する義務がないため、服装は自由だ。とはいえ、打ち合わせ業務や外回りも多い職場であるため、基本的にはジャケットやシャツを着ることが多い。

　清潔感のあるきれい目な格好をしていると年齢以上に落ち着いて見られるが、普段の私服はスポーティかつカジュアルなものが好みだ。そのためか、私服で街中を歩いていると、いまだに大学生と間違われてしまうこともある。

「常盤くん、京都は何年目やった？」

　半歩前を歩く湯川が、横顔で笑顔を見せる。祇園の灯火と相まって、まるで日活映画のスターのようだ。

「大学でこっち来たから……八年目、っすかね」

「そか、八年か。ほな、こういうじめ～っとした暑さにももう慣れたか」

「そうですね。そういやここんとこ夏バテしてないかも」

「あれ？　常盤くんて、就職で京都こっち来たんじゃないの？」

　石畳みに靴音を小気味良く響かせながら、篠原がちょっと意外だという眼差しでこっちを見た。旬は頷く。

「うん、俺、大学からこっちなんだ」

「へぇー、そうなんだ。東京で就活失敗しまくって関西に出てきた俺とは違うんだね……」

　よほど嫌な思い出があるのか、篠原は「就活」という言葉を苦々しい表情で口にした。……深く掘り下げると面倒くさそうなので、それ以上はつっこまない。

「常盤くん、大学はどこだったの？　建築系？」

「ううん、俺は芸大出身。左京区にある京都府立藝術大学ってあるだろ？　あそこが母校」

「芸大!?　すごいじゃん。……んで俺より若いってことは、現役で合格したってこと？」

「うん、まぁ……」

　旬は京都府立藝術大学で空間・建築デザインを専門に学び、大学を卒業した年の夏に、二級建築士の資格も取得している。

　デザイナーとして採用されたのだから、建築士の資格は本来必須というわけではない。だが、エースクラフト設計事務所は店舗専門のリノベーション会社だ。最低限の建築に関する知識は必要だし、資格を有していることで、クライエントに対しても安心感を与えることができる。

　事務所としても、資格取得に積極的なのはありがたかった。入社してすぐは、現場での猛勉強と併せ、試験勉強で大忙しの毎日だ。

　先輩デザイナーたちから厳しい意見をもらいながら修行を重ねるうち、あっという間に三年という月日が流れていた。彼女をつくる暇もなく仕事と勉強に追われ、気づけば二十五歳である。

「へぇぇぇ～～すごいじゃん常盤くん。できる子なんだね、知ってたけど」

「いやいや、そんなことないって」

　篠原の感嘆に嫌味はないが、旬の笑みはついつい引きつる。

　一浪二浪が当たり前の芸大受験で現役合格し、こうしてきっちりと就職先を見つけてバリバリ仕事をしているあたり、旬は確かに「できる子」なのかもしれない。

　だが、こういう話題になると必ず、旬の心はずしりと重たくなる。




　子どもの頃、旬は絵描きになりたかった。

　幼い頃に同居していた祖父の趣味が絵手紙で、絵を描く道具は身近にあった。小さな手に絵筆を握り、祖父の隣で画用紙を広げ、見よう見まねで色を乗せた。すると祖父は目尻の皺をさらに深くして、愛おしげに旬を見つめる。そして骨張った大きな手で、優しく頭を撫でてくれた。

　銀行員の父親と社交に忙しい母親は、日頃ほとんど旬の相手をすることはなかったけれど、上手く絵が掛けたときだけは、「うまい、上手」と褒めてもらえた。そうするうち「うまく絵が描けたら、お父さんとお母さんはこっちを見て笑ってくれるんだ」と、幼心に手応えを得たものだった。数ある遊びの中から絵画を選んだことは、旬にとって必然だったと思う。

　小学生、中学生へと成長するにつれ、旬の画力は上がっていった。旬に絵を教えた祖父はすでに他界していたけれど、思い通りの絵が描けた時には、となりで祖父が微笑んでいるような気がして嬉しくなったのを覚えている。

　だがその頃にはもう、両親は旬の絵になど一切関心を抱かなくなっていて、むしろ「絵なんか描いて遊んでいる暇があるなら勉強しろ！」と、それはきつく叱られた。

　そして、両親の第一志望だった名門私立高校への受験に失敗した瞬間、旬はとうとう絵を描くことを禁じられてしまった。

　特に、父の怒りは凄まじかった。「そんな遊びにばかりかまけているから、学業が疎かになるんだ！」と、絵画道具の全てを捨てられて、生まれて初めて頬を張られた。

　もちろん、受験勉強には真面目に取り組んでいたし、学校の勉強はもちろんのこと、進学塾から投げ寄越される山のような課題も全てきちんと取り組んだ。両親の求める課題量は全てこなし、模試でも好成績を残していたのだが、受験当日はどうしてか腹の具合が悪かったのだ。今思えばそれも、高圧的な両親への密かな反抗だったのかもしれない。

　絵を描くことは、旬にとっての唯一の息抜きだった。

　自分らしくいられる唯一の時間だった。ボロボロにされ、ゴミ箱に突っ込まれた絵画道具を前に、旬は悲しみと悔しさと痛みで少しだけ泣いた。

　だが、こうも頭ごなしに反対されてしまうと、逆に火がついてしまうというものだ。

　勉学に励み、部活動（小学生の頃から続けている水泳）でも成績を残しつつ、旬は時折美術部に出入りをして絵を描いた。美術部の顧問は若い男性教諭で、旬の家庭の事情に理解を示してくれていたのである。そうして絵を描く機会を奪われなかったことを、旬はラッキーだと思っていた。

　だが高二の冬、美術部で絵を描いていることが、両親にバレた。

　三者懇談で、担任教師がニコニコしながら「常盤くん、水泳部でも美術部でも頑張ってますね」と、母親に話してしまったのである。口止めを忘れていた詰めの甘さに、旬は自分を殴りたくなった。

　だが、これは逆に良い機会かもしれない。両親に進路の話をするきっかけになる。

　高校で絵を描き続けていたことで、希望する進路ははっきりと固まっていた。間違いなく両親は猛反対されることは分かっていたが、反対されたとしても何とかなる。美術部顧問に相談に乗ってもらい、奨学金制度を利用しながら学べる大学の目星もつけてあった。

　学校からの帰り道、「もういい加減、お父さんに逆らうのはやめなさい」「お父さんの言う通りにしていたら、間違いないんだから」と泣きそうな顔で説得してくる母親の言葉にも、旬は耳を貸さなかった。

　案の定、父親は旬の希望する芸大進学に猛反対。

「そんな道楽で食っていけると思うのか！」「就職も結婚もできないぞ！」「お前はうちの一人息子なんだ！　世間体を考えろ！」と、頭の硬い父親らしい言葉をめいっぱい喰らったし、いつかのように頬を殴られもしたけれど、旬は自分の考えを曲げなかった。

　父親が旬に望む人生はなど、旬にとってはなんの面白みもない、希望もない、真っ暗な道だ。

　自分を殺して生きていくくらいなら、このまま勘当されたほうがマシだった。旬も頑として意見を曲げず、これまでにないほどの激しい口論になった。

　もはや殴り合うしかないかというところまで父親との言い合いがヒートアップした時、なんと、母親がブチギレた。

　話を聞いてみれば、母親自身も、頭ごなしに物事を推し進める夫の態度に、かなり鬱憤を募らせていたらしい。泣きながら罵詈雑言をぶつけてくる妻に肝を冷やしたらしく、父親もようやく落ち着きを取り戻していた。

　そこから夜通し行われた家族会議の結果、「浪人や留年は認めない。就職して身を立てることができると約束するなら、芸大へ行ってもいい」という約束を取りつけることに成功したのである。

　翌日、旬は美術顧問に相談し、就職に有利なデザイン科を受験することを決めた。

　だが、旬が本当に学びたかったのは日本画だった。幼い頃に祖父が描いていた絵は、日本画だったのだ。

　日本画ではパレットを使わず、白い小皿に一色ずつ色を置く。手のひらに載るサイズの白い小皿の一皿一皿に載った色は鮮やかで、とても美しかったのを覚えている。

　庭に座り、スケッチブックに鉛筆で絵を描いていた祖父の真似をして、学習ノートに花の絵を描いた。

　指で岩絵具を練る祖父の真似をして、指で水彩絵具を混ぜた。ぴんと貼った和紙に色を広げると、何もない世界に淡い色彩が生まれた。色に色を重ねるたび、自分で描いた絵がどんどん表情を変えてゆくさまは愛おしく、旬の胸を高鳴らせた。

　その思い出が心に根深く残っていたからこそ、芸術大学に進み、本格的に日本画を学んでみたかった――……。

　だが、親の呪縛から逃れるためにも、旬は自ら選んだ道を突き進まなくてはならない。

　絵を描くのは趣味でもいい……仕事と趣味はまた別物だ。芸術で食っていける人間はほんのひと握り。売れるか売れないか分からない絵を描くよりも、自分の得意分野を活かして、伸ばして、人の役に立つ仕事ができるなら、それが一番じゃないか――そう自分を納得させて、旬はデザインの道へと踏み込んだのである。




　そして旬は無事、第一志望である京都府立藝術大学デザイン科に現役合格を果たした。

　幸い学費と家賃は出してもらえることになったが、実家を離れることになったため、生活費は自分で稼がなくてはならない。母親は関東圏にいて欲しそうだったが、旬の選択に本音では反対している父親と暮らしながら芸大で学ぶというのは、どう考えても息が詰まる。そのため、旬は地方の芸大を受験したのだ。

　府立藝大には豊富なカリキュラムがある。幅広く美術・芸術を学ぶことができる良い大学だ。特に有名なのは美術工芸科だ。そこでは日本画・油画・造形・写真・映像などのコースが選択できる。

　本来ならばそちらのコースを選択したかったけれど、父親との約束を違えてしまうことになるため、諦めざるを得なかった。

　しかし、蓋を開けてみれば、デザイン科の講義には新鮮な学びが満ち満ちていて、純粋に楽しかった。理論から実践まで幅広く学べるところもありがたいし、聞くもの見るもの、全てを吸収しつくしてしまいたいと思えるほどに刺激的だった。

　一回生前期で概論を学んだのち、旬は空間・建築デザインコースへ進むことを決めた。

　固執していた「絵画」という平面から離れ、「空間」という大きなものを形にしてみたい――という思いが芽生えたためだ。

　友人もすぐにできたし、アルバイトにも明け暮れる毎日にも張りがある。生まれて初めて、旬は何の抑圧もない自由な世界に解き放たれたのだ。京都へ来て、ようやく自分らしく生きることができていると感じていた。

　だがやはり、美術工芸科の学生たちを見ると、ずんと心が重くなる。

　絵の具まみれのツナギ姿で学内をうろうろしている学生たちを見るたび、自分もそちらの世界に行きたかったのだと思い出してしまう。

　ただ、羨ましくて。卑屈の虫が疼き出すこともしばしばだった。




　少し前を歩く湯川と篠原が仕事の話をしている声を片耳で聞きながら、旬は大学時代のことを思い返していた。だが、気づけば店の前に到着していたらしい。危うく湯川の背中にぶつかりそうになる。

　せっかくの高級京懐石を前にして、過去の感情に引きずられたくはない。玄関まで出迎えにやってきた和服姿の女将と、親しげに挨拶を交わす湯川の背後で、旬もにこやかな愛想笑いを浮かべる。……が、膝をつく女将の背後に飾られた一枚の日本画に、旬は一瞬にして目を奪われた。

　気づけば、吸い寄せられるようにその絵に歩み寄っている。

　料亭にやってきた客が必ず目にする場所に、それは堂々と飾られていた。

　黄金色の額装を施された、一枚の日本画だった。店名「花霞」を見事に表す、見事な一本桜の日本画である。

　そこに咲き誇るのは、枝振りも豊かな山桜。

　背景は淡い翡翠色。その淡くも複雑な色合いに、旬は薄靄のかかった早朝の空気の匂いを嗅ぎ取ったような気がした。

　世界が夜から朝へと世界が移り変わる一瞬。

　朝靄の中、一日の始まりを告げる陽の光が乱反射し、視界をほの明るく照らしだすほんのひととき。

　花弁のひとひらひとひらが、あたかも淡く光を放っているかのように儚く、そして美しい――。

（すごい……すごい存在感だな。誰の作品だ……？）

　少し離れて眺めて、全体を見る。

　サイズは五十号（約１メートル×約８０センチ）で、脅かされるほどの大きさではない。だが、ここは建物の中であるはずなのに、静謐な自然の中に佇んでいるかのような錯覚に陥らされる。絵からふわふわと朝靄が溢れ出し、足元から包み込まれてしまいそうな臨場感があった。

　そこへ、女将がしずしずと近づいてくる。

「女将さん、この絵……」

「うふふ、きれいでしょう？　日本画家の橘たちばな色葉いろはさんて知ってはります？　まだ若い画家さんらしいんですけど」

「たっ……橘、色葉？」

　はっきりと耳に覚えのある名前が女将の口から飛び出してきて、旬は驚きのあまり呆然としてしまった。

　挑みかかるような眼差しでこちらを睨みつける黒目がちな瞳が、記憶のなかで鮮やかに閃く。

　一聞したところ女性の名前のようにも聞こえるが、橘色葉は男である。艶のあるまつ毛に縁取られた、大きな目。簡単には懐かない高飛車な猫のような瞳をした、美しい男だった。

　旬の憧れ、美術工芸科日本画コースに在籍していた同期生の名前である。

　落款らっかんを確認すると、朱で書かれた「色葉」という文字がある。間違いない、この絵は……。

（色葉の絵……まさかこんなところで）

「常連のお客様が色葉先生の大ファンでね。うちのために一枚描いていただけるよう、先生に頼んでくれはったんです。創業一五〇年のお祝いに、いうて」

「そ……そうなんですね。おめでとうございます」

「ふふ、おおきに。ほんまに綺麗ですよねぇ、うちの店によう似合におうてるでしょう？」

「ええ、すごく……」

「お客さんたちにもね、ものすごく好評で。ありがたいことですわ」

　山桜を眺める女将の表情は、とても満足そうだ。

（あいつ、本当に日本画家になったんだ。……すげえな）

　だが、あの頃の色葉の絵は、もっと色彩が鮮やかで、ぱっと目を惹く作品が多かった。もちろん、今ここにある「花霞」はもちろん美しいし、二十分に素晴らしい作品だ。だがかつての色葉を思うと淡すぎるというか……上品にまとまりすぎているようにも思う。

　しかし、それがプロになるということか――と、旬は思う。

　学生の頃とは違うのだ。仕事の上では、自分の好きに描くことが必ずしも正解とは限らない。クライエントという相手がいて、求められ、初めて成立する仕事なのだから。

（色葉のやつ……今、どうしてんだろ）

　自分が叶えることができなかった夢を、かつての友人が叶えている。

　込み上げてくる懐かしさはもちろんあるけれど、旬の胸をゆるやかに染めゆくのは、嫉妬を含んだ仄暗い色だった。
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　橘色葉は、「日本画コース始まって以来の天才」ともてはやされている学生だった。

　京都府立藝術大学の日本画コースは難関で、三浪、四浪は当たり前。現役合格者は十数年に一人という確率だ。

　色葉は激レアな現役合格者。しかも顔立ちまでもが美術品のように美しいとあって、学内ではかなりの有名人だった。

　だが本人はそういう評判についてあまり好ましく思っていないようだった。いつも俯き加減だし、人とつるんでいるところを見たことがない。

　ひとづてに聞いた話では、色葉は日本画コース一回生の中でもかなり浮いているということだった。

　年上が多い中、ひとりだけ十八歳というところで既に浮いているというし、浪人経験者から口さがないことを言われることもあったようだ。それでも、色葉はまるで他人になど関心がないような振る舞いだったらしい。そういう醒めた態度がさらに良くなかったのか、年上の学生（特に男）とは相性が悪かったというのだ。

　そのせいだろうか。色葉はどこか不機嫌そうな横顔で、やや猫背気味にキャンパス内を歩いていた。そんな色葉の姿を、旬は遠巻きに見かけたことがある。

　女子学生たちが騒ぐ理由は、言わずもがなよく分かった。遠目に見ていても、色葉の目鼻立ちはくっきりとして、パッと目を引く華やかさがあった。顔が小さく、ほっそりとしなやかな体つきは、まるでデッサン人形のように均整が取れている。絵の具で汚れたツナギのポケットに手を突っ込んで歩いているだけで、なんだかキマって見えたものだ。

　そうして色葉が注目される理由を、「どうせそのお綺麗な顔のおかげだろ」と、旬は内心こき下ろしていた。

　浪人経験者らと同じ、醜い嫉妬だ。自分が選択できなかった道を、スポットライトを浴びながら闊歩している色葉のことが、旬は羨ましくてたまらなかった。

　恵まれた状況にあるくせに、色葉はいつも不愉快そうな顔をしている。もっと幸せそうな顔をしてみろ、できることなら俺がその立場になりたかった――そう思わずにはいられなかった。

　決して交わることのない相手だと思っていた。

　だがその年の夏休み、旬は偶然、色葉と言葉を交わすようになる。





＊　＊　＊






　光熱費を受かせるために、旬は夏休みの大半を、図書館で課題をこなしつつ過ごしていた。

　しかし、エアコンの効きすぎた図書館に長時間いたせいで、身体が芯から冷えてしまった。冷えた身体を温めるためにも、キャンパスの裏手にある雑木林の中でもふらつくか……と思い立った日のことだ。

「うわ、あっつ……」

　外に出たはいいが、あまりの気温差にふらりとぐらつく。

　京都は三方を山に囲まれた盆地だ。もったりとした湿度が滞りやすく、夏の蒸し暑さは尋常ではない。まさに「茹うだる」という言葉を実感するほどの真昼の暑さに、旬は心底参っていた。

　しかも、陽が傾いたところでその暑さは消えてはくれない。真昼の熱と湿度とがもったりと身体中に貼り付くようで、呼吸さえしにくいほどだ。

　直射日光が差し込まないせいか、木々の中は陽の下ほど暑くはないが、湿度はまるで変わらない。Ｔシャツの胸元をつまんでぱたぱたと風を入れてみるも、図書館を出てすぐに噴き出した汗は乾く気配がみえなかった。

（あっつ……日陰でもたいして涼しくねーな。やっぱ戻るか……）

　もと来た道を戻ろうかと考えた瞬間、ふと、西日が差し込む木々の隙間に、白い影が見えた。

　この雑木林は、美術工芸科コースの学生らの学びの場としても使われているらしいが、今は極暑の夏休み。誰もいないと思い込んでいたため驚いたものの、よくよく見てみると、それは誰かの背中である。ややサイズの大きい白いＴシャツを着て、ツナギの袖を腰でくくっている。ツナギのそこここに散った絵の具汚れを見るに、美術工芸科コースの学生だろう。

　そこにあるのは小さな池だ。やや濁りを含んだ池の水の中では、大きな鯉たちが元気に泳ぎまわっている。

　濃灰色や黒といった体色をした鯉が多い中、紅白と金色の鯉がひときわ目を引く。草の刈り込まれた池の縁にあぐらをかき、その人物は熱心に池の鯉をスケッチしていた。

　何の気無しにスケッチブックを覗き込み、旬は思わず「うわ、すっげ……！」と感嘆の声を漏らしていた。

　そこに描かれたものは、あまりにも細緻でリアルな鯉。

　鉛筆で描かれた波打つ水面は、まるでそこに水があるようだった。紙面に写し取られた鯉たちは、今にも動き出しそうに生き生きとしていて、見事である。

　そして旬の声にぴくりと肩を揺らし、素早くこちらを振り向いた、青年の顔。

　意表を突かれたような顔でこちらを見上げるのは、旬がここ最近、一方的に嫉妬心を滾らせて相手――橘色葉その人だった。

（う、うわ、やば、本物……！）

　少なからず、旬の感情に揺さぶりをかけ続けていた相手が突然目の前に現れたため、とっさに言葉が出てこない。

　さらには、間近で見る色葉の美貌にも、旬はただただ驚嘆するばかりだった。

　怪訝けげんな表情でこちらを見上げる色葉の瞳が、特に印象的だった。

　木々の隙間から差し込む燃えるような西日のせいだろうか。斜めに流した前髪の下からこちらを見上げる黒い瞳には、燦然とした強い力が宿っているように見えた。その鮮烈な美しさに、旬は思わず息を呑む。

　不躾に近づくものを威嚇するかのような、尖った視線だ。その棘のある目つきに、なぜだかぞくりと肌が粟立つ。

（す、すげぇ美人だな……。いや、男に美人っておかしいのかもしんねーけど……）

　黒髪はしっとりと重たげで、玉の汗が浮かぶ白い首筋との対比がひどく艶めかしい。きめ細やかな肌は陶器のようになめらかで、まさに美少年画から抜け出してきたかのような儚げな容姿――。

「何ですか？」

　その時、色葉の訝いぶかしげな低い声に、旬はようやく我に返った。

　どうやらしばしの間見惚れていたらしい。

　普段なら初対面の相手でも、なんの頓着もなく話しかけることができる旬だが、その時ばかりはなかなか言葉が出てこない。それがまた恥ずかしくて、余計にへどもどしてしまう。

「あっ、えー……と、あのー……あんたさ、あれだろ。橘クンだろ。橘色葉。日本画コース一回の」

　第一声に迷いすぎた結果、ようやく出てきたのがこのセリフだ。

　そこはかとなく喧嘩を売っているような口調になってしまった。突然のごとく、色葉の目つきがさらに険しくなる。

「……そうやけど、何？　誰やねん、自分」

「あ……えーと、俺、デザイン科の一回で、常盤旬っていうんだけどさ。えーと……」

　旬が再び言葉に迷ってもたもたしていると、色葉はフンと鼻を鳴らしてスケッチに戻った。……顔は綺麗だがめちゃくちゃ感じが悪い。だが、スケッチの邪魔をしてしまったのだ。不機嫌にさせても仕方のないことである。

　旬は黙ったまま色葉の手元を見つめていたが、その指は動かない。旬が声をかけてしまったことで、集中力が削がれてしまったようだ。

　邪魔にならないよう、この場を即座に立ち去るべきなのだろう。だがなんとなく立ち去り難く、旬はひょいと色葉の傍にしゃがみ込んだ。すると色葉は、ぎょっとしたように肩を揺らした。

「な、何？」

「いやさ、あんたマジで絵うまいんだな～と思ってさ」

「……そらどうも」

「日本画コースって現役生少ないんだろ？　あんた、浮いてるって噂だけどマジ？」

　何を話していいかも分からないままペラペラと口が動くに任せていると……どうやら、地雷を踏んだようだ。ジロ、と刺すような視線で睨まれてしまった。

「あっ……ご、ごめん。いや、変な意味じゃなくてさ。大丈夫なのか……っつーか、うまくやれんのかな～って、思っただけで」

「……」

「……つーか、初対面の他学科生が何言ってんだって感じだよな。うん、悪い……」

　無言のまま再びスケッチに戻る色葉の横顔には、ありありと「迷惑」という空気が滲み出している。男女問わず、誰とでもすぐに仲良くなれるという自負があったのだが、色葉に対してはどうしてか緊張してしまうらしい。知り合いでも何でもないのに勝手に嫉妬し、一方的に悪感情を向けていた罪悪感があるからかもしれないが。

　それに加えて……。

（こんな綺麗な顔した男、いるんだな。だから緊張すんのかな……）

　同じ学科やアルバイト仲間の女友達よりも、色葉の雰囲気はずっと艶っぽく、顔立ちも綺麗だ。丁寧に作り込まれた人形のようである。

　スケッチブックを見つめる目元は涼しげに整っていて、伏せられたまつ毛一本一本の角度まで、まるで計算され尽くされたかのように美しい。こめかみを、つう……と伝う汗の玉のきらめきにさえ、視線を奪われてしまう。

「僕、やっぱ浮いてんねや……」

　男にしては赤い唇が、ふいに動いた。

　またしても、気づかないうちにぼんやりと見惚れていたらしく、旬は慌てて背筋を伸ばす。

「えっ!?　え、なに？」

「……浪人経験の人らは、みんな当たり前みたいに上手いで。予備校とかで相当な量のスケッチこなしてきてはんねんから、当然やと思うけど」

「あ……あ、そ、そう」

「けど僕も、描いてきた量だけはかなりの数や。ちっさい頃から描いてたし」

「へぇ」

「……僕が努力してきたことなんか何も知らんくせに、ただ『天才』やとかなんとか言うて、持ち上げて特別視するふりして勝手に嫉妬されんのは、居心地悪いかな」

　一瞬、旬のことを言っているのかと思い、ぎくりとした。同じコースにいる年上の学生らのことを言っているのだと思い直すも、それはまさに、ほんの数分前までの旬の態度に他ならない。

（確かに……俺はこいつのこと何も知らない。なのに勝手に羨ましがって、嫌おうとしてた）

「な……なんか、ごめん」

「えっ？　な……何が？」

　突然旬が謝るものだから、色葉が不審そうな視線を寄越してくる。表情筋の乏しそうな瓜実顔だが、さまざまに動く表情に驚かされる。なんとなく、この青年も同じ歳の人間なのだと実感できたような気がした。

　旬がふっと眉間から力を抜いて微笑むと、色葉は小さく首を傾げて目を瞬いている。

「いや、何でもねー。まぁ、そういう反応も今だけなんじゃね？　今はあんたが物珍しいだけだろ」

「そうやろか。……ていうか、初対面の他学科生に何言うてんねやろな、僕」

「ははっ、いいじゃんいいじゃん。他学科だから言いやすいこともあんだろ」

　そう言って旬が笑顔を見せると、色葉は躊躇いがちにこちらに視線を移し、白い頬をほんのりと色づかせた。そしてまた、ぷいとスケッチに戻ってしまう。

「なぁ。描いてるとこ、見てちゃダメ？」

「はぁっ……？　み、見てるって、なんで？」

　はた迷惑な申し出だと頭では分かっているが、なんとなくここを去り難く、旬はそんなことを口にしていた。

　スケッチブックの中でいきいきと泳ぎ回る鯉たちが、いかにしてここに描き写されたのかを見てみたいという気持ちもあるが、本音を言えば、色葉ともう少し話をしてみたかったのだ。

　だが色葉は当然のごとく、果てしなく迷惑そうな表情だ。不愉快さを隠そうともしない、清々しいほどの渋面である。

　そういう一面もまた新鮮で、なんだかすごく可愛く思えて、旬は気付かぬうちに表情を綻ばせていた。すると色葉は何度か目を瞬いて、ぷいと視線を逸らしてしまう。

「そんなジロジロ見られとったら、描けへんやろ」

「あ……それもそうだよな。じゃ、俺もここで描いてていい？」

「はっ!?　……な、なんで!?」

「ダメ？」

「い、いや……まぁ、かまへんけど」

　とても嫌そうな顔をされたが、断られなかった。旬は五十センチほど離れて色葉の隣に腰を下ろし、肩に引っ掛けていたリュックサックから、ルーズリーフとバインダーを取り出す。

　ふと、日本画を好んでいた祖父がしばしば口にしていたことを思い出す。

　日本画は写生がとにかく大事だ、と。

　何枚でも何枚でも、とにかく描けと言われた。ものの形を写し取るだけではなく、そのものから得た印象、周りの空気感、触れた感触まで思い出せるくらい、たくさん描けと。

　色葉のスケッチを見てすぐに分かった。彼が日本画に情熱を注ぐ人間だということが。

　鯉の動き、鱗の艶めき方、尾が水をかくときに生まれる波紋、跳ね上がる水飛沫――そして、この場所の空気感。ここにあるものの質感を、すべて描き記そうとしているかのような熱量を、旬は色葉から感じていた。つい最近まで嫉妬と羨望の対象だった相手だというのに、それはとても心地良かった。

　幼い頃、絵を描く祖父の絵を見つめていた頃の記憶が、ぼんやりと蘇る。一筆、一筆と色が重なってゆくごとに、美しい絵が生み出されてゆくことに、純粋に感動していた頃のことを――。




　この夏の日を境に、旬は色葉と言葉を交わすようになったのである。色葉の描き上げた作品が展示されると聞けば、見に行くようにもなった。

　初めて目にした色葉の日本画は、暗い水の中を泳ぐ、一匹の赤い金魚だった。一回生の冬のことだ。

　美術工芸科の主催で毎年恒例となっている展覧会で、その年に制作した作品を一点ずつ学内で展示するという企画である。

　色葉の絵はさすがのように繊細で、きれいだった。本格的に日本画に取り組んで描くのは初めてという一回生も多い中、色葉は幼い頃から日本画に触れていたのだ。その経験値を差し引いたとしても、色葉の絵は写実的で繊細で、色使いはくっきりと鮮やかで、ひときわ目を引く作品に仕上がっていた。

　しかし、その絵の第一印象は、「寂しそう」というものだった。

　暗い水の中を、赤い金魚が一匹きりで泳いでいる。旬が描くとしたら、金魚をもう二、三匹追加しただろうし、水草なども描き添えたくなるところである。

　だが、その絵に不思議と寒々しさや閉塞感はない。光源の使い方が上手いせいだろう。水面は闇だけではなく、上方から差し込む一条の光によって、淡く金魚の身体が照らされている。闇を照らす光の淡さに、ぬくもりさえ感じさせられるような。

　金魚の赤は、目の覚めるような猩猩緋しょうじょうひ。

　深い闇色の中にあっては、そこだけ妙に浮いてしまいそうなものだが、金魚の周囲に透けるような水の動きが見て取れるため、美しく画の中に溶け込んでいる。鱗の一枚一枚まで丁寧に描かれた写実性をもちながら、とても幻想的な作品だった。

　暗黒のような闇の中、長い尾鰭を優雅に翻して泳ぐ金魚。ベタ塗りのようでいて繊細に作り込まれた闇色は、幾重にも黒と藍を塗り重ねた濃密な色。使用している岩絵具（鉱石を砕いたもの）の性質もあり、全体的に細やかなきらめきを纏って見え、まるで星空のようにも見える。

　綺麗だった、ものすごく。いつまででも眺めていたいと思わされるほどに引き込まれた。

　一年生とは思えないほどに、その絵は完成されていた。色葉はああ言っていたが、天才と称されるだけの才能と技術をすでに備えたその腕前に、ただ圧倒された。

（上手い……。同い年なのに、こんな絵が描けるなんて）

　ちくり……と胸の奥が痛む感覚はある。

　だがその時、旬は気づいてしまった。

　もはや自分は、観る側の人間として満足できてしまっている、と。描く側へ行きたくて親と大喧嘩までしたくせに、結局今の旬は、すっかり夢を諦めてしまえている。

　圧倒的な才能と画力を持つ橘色葉と出会ってしまったから……という理由もあるだろう。そして色葉のことを、嫉妬の対象とは思えなくなっていることも、旬にとっては大きかったように思う。

　スケッチに没頭している色葉の横顔はとにかく綺麗で、何度となくうっかり見惚れた。そんな旬の視線に気づき、渋い顔をする色葉を、いつしか可愛く思うようになっていた。

　もっと親しくなりたい、触れてみたいと思うようになったのは、いつ頃からだったろう。

　だがその時々で、旬には交際していた彼女たちがいた。バイト先などで出会い、軽いノリで交際を初めては、さほどの葛藤も後腐れもなくさらりと別れ、また友人に戻る――ドライな男女関係を細切れに重ねていた。

　そうして付き合ってきた彼女たちよりもずっと、色葉といると楽しかった。彼と絵の話をしていると心が弾み、とても貴重な時間だと感じた。旬といて寛いだ表情を見せる色葉のことが可愛くて、たまらないような気持ちになることもあり――。

　そのたび、旬は自分のことが分からなくなった。自分をゲイだと思ったことはないし、色葉のほうも、旬のような男からそんな目で見られては不愉快だろう……と。

　この感情は単に、色葉への憧れや畏怖、そして才能への嫉妬がない混ぜになったものに違いない――そう、心の奥底へと片付けていた。
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　あの頃、色葉へと向いていた未完結な感情は何だったのだろうかと、旬は今更ながらに考えていた。

　色葉からすると、ただ「時折山に現れて、そのへんでスケッチをしていく人」くらいの認識だったかもしれない。食事や酒に誘っても「行かへん」と秒でフラれたし、連絡先の交換さえしなかった。悲しきかな、友人とさえ思ってもらえていなかった可能性すらある。

　疎遠になってしまったきっかけは、旬の就職活動だった。

　篠原ほどではないにせよ、初めての就活には相当エネルギーを取られたし、「不採用」という単語を見るたびに、メンタルを削られた。特に旬は、父親から「絶対に就職すること」という条件をつけられていたため、のしかかってくる重圧はかなりのものだったのである。

　そして三回生の終わり頃、旬は晴れてエースクラフト設計事務所の内定をゲットした。その後すぐに研修がスタートしたため、四回生になってからの旬はとても多忙だった。

　色葉は色葉で卒展の準備が忙しかったらしく、アトリエに籠もるようになっていた。そのため、キャンパス内で色葉を見かける機会も減っていた。

　ちなみに卒展とは、毎年二月に開催される卒業制作展のことである。京都府立藝術大学の卒展は、岡崎にある京都市国立美術館で行われる。

　一般にも広く公開される上、新たなクリエイターを発掘すべく、多くのギャラリストや企業が訪れる大切な場だ。大学生活の集大成のような場に向けて、色葉はどんな気持ちで絵を描いていたのだろう。卒業後、色葉はどんな生活をしていたのだろう。

　ああして祇園の高級料亭に絵を飾れるくらいの絵師になっているのだ、きっと卒展でもたくさんの声がかかったはずだ。売れっ子になって、性格まで変わっている可能性も――？

「てか、本当にここか……？」

　カーナビに導かれ、旬は今、北白川の山の中にいる。

　事務所がある京都市北区からは車で三十分ほどの距離だが、ここまでくると随分と緑が濃い。生い茂る木々のそこここでセミの合唱が繰り広げられ、車内にいてもうるさいほどの大音響だ。

　ここへ来るまでに、ちらほらと民家を見かけたような気はするが、スーパーやコンビニなどは見当たらない。何の娯楽もなさそうな山奥だ。若い男が一人で暮らすにはあまりにも寂しい場所のように感じるものの、そこがまた色葉らしいとも思う。

　日本画を描くには、広いスペースが必要だ。家賃が高い街中に住むよりも、こういう辺鄙へんぴな場所にある広い物件のほうが都合が良いのかもしれない。

　山の中はとても静かで、雑音がない。自然を間近に感じることができ、季節の移ろいを感じることができる。絵に集中するには、うってつけの場所だろう。

「にしても、山すぎんだろ……」

　緊張をごまかすために、あえて独りごとを口にしてみる。

　今日は休日だし、かつての友人に会うのだから私服で行こうかと迷ったが、一応Ｔシャツの上に夏物のジャケットを羽織っておいた。メールのやりとりがよそよそしかったこともあって、少しばかり……いや、かなり緊張している。そのため、つい改まった格好になってしまった。

「花霞」での食事を終えた後、旬はすぐさま色葉のことをネットで調べた。

　彼自身がやっているＳＮＳの類は見つからなかったが、ここ一年あまりで色葉は三度も個展を開いており、意外なことにいくつか取材を受けていた。記事を見つけることはできたが顔出しは断っているようで、写真は一枚も見当たらなかった。

　記事を辿ってゆくと、色葉が絵を置いている画廊のホームページへと辿り着き、そこで色葉のメールアドレスを発見したのである。

　文面を考えるのに、また時間がかかった。

「花霞」の絵を偶然見かけ、学生時代が懐かしくなったのは事実だが、絵師として活躍している色葉への感情は複雑だった。

　旬が諦めた世界の中で、確固たる地位を築き始めている色葉を、純粋にすごいと思っている。尊敬に値することだし、色葉の実力ならば当然だとも思う。だが心の奥底には、今更のように羨望という感情が燻っている。

　悶々とした結果、「自分は今デザイン関係の仕事をしていて京都にいる」「仕事を頼むこともあるかもしれないから一度会いたい」と、ビジネスライクなメールを送った。

　すると一晩明けて、色葉から返信が入っていた。こんなに早く連絡が来るとは思っていなかったため、寝起きにメールをチェックした旬は、驚きのあまりスマホを取り落としそうになったものである。

　メッセージの内容は、旬に負けず劣らずシンプルなものだった。アトリエの住所に、「今はここで絵を描いています」という文言が添えられているだけの、そっけないメールだ。

（アトリエの場所を教えてくれたんだ。あいつだって俺のこと懐かしいって、会ってもいいって思ってくれたんだよな……？）

　反応をもらえただけで、むずがゆいような喜びがあった。なぜこんなに心が弾むのか分からないまま、旬はいそいそと再会の日のアポを取り付けたのである。

　急なカーブを曲がると、「目的地に到着しました」というカーナビの声が車内に響く。

　アスファルトの道から外れた脇道を登ったところに、どうやら色葉のアトリエがあるようだ。ガタガタと揺さぶられながら坂を登り切ると、突然空が広くなった。

　そこには、だだっ広い砂利敷きのスペースがあった。その向こうに、古い和風建築がゆったりと寝そべっている。

　築五十年はゆうに超えているだろう。造り自体はしっかりとしたもののように見えるが、板張りの壁は雨風に晒され変色している。

　しかし、縁側の戸に嵌められた大きなガラスはきれいに磨かれているようだし、家の周りには雑草が生えていない。人の手を離れると、家は途端に荒んでしまうものだが、この家は穏やかな佇まいだ。

　きちんと掃除され、手入れがされている家の表情には安定感があって、なんだか旬もほっとした。

　いっそのことリノベーションしたら、味のある建物に生まれ変わりそうだな……と、旬はフロントガラス越しに家を眺めた。

　ふと、腕時計に目を落とす。どうしたものか、まだ約束の時間の三十分前である。

（それにしても。あいつ、こんな不便なとこに住んでんのか。マジで仙人みたいになってたらどうしよ）

　学生時代はまさに「白皙はくせきの美青年」と形容したくなるほどの美形だった色葉が、この数年で髭もじゃの世捨て人のようになっていたらどうしよう。

「ん……？」

　旬の車から数メートル離れた場所に、黒塗りのセダンが停まっていることに気付く。

　車を降り、歩み寄ってみてまた驚く。陽光にきらめく銀色のエンブレムは高級外車ものだ。半年前に購入した旬の新古車とは、お値段の桁が違う……。

「これまさか色葉の車!?　い、意外すぎんだけど。こんな高級車乗り回しちゃうほど稼いでんのか……!?」

　何となく負けた気持ちになりながら高級車を眺め回していると、ガラガラと戸が開く音が聞こえた。色葉が来客に気づいて出て来たのかと思い、ドキドキしながら顔を上げるが……。

　そこにいるのは色葉ではなかった。

　雅やかな顔立ちをした男前が、旬を冷ややかに睨め付けている。

「僕の車に、何かご用ですか？」

「あ……いえ。何でもありません、失礼しました」

　落ち着き払った雰囲気から見て、年齢は三十代前半か、半ばといったところだろう。身長は旬よりも少し低いようだが、しゃんと伸びた背筋が凛々しく身嗜みが整っているため、すらりとした長身に見える。

　真夏だというのきちんとスーツを着て、車と同様革靴もピカピカだ。怜悧そうな瞳で男は旬の全身を観察し、そして、小さく唇を歪めた。

「なるほど……珍しく他に来客があると言っていたのは、君のことですか」

「え？　ええ、まぁ、そうだと思いますが……そちらは？」

「ああ、僕は祇園でギャラリーをやってましてね、橘先生とは懇意にさせていただいてます」

　警戒心丸出しの旬の問いかけにも動じることなく、男は内ポケットから名刺入れを抜き、すっと一枚差し出した。

　そこには『ｇａｌｌｅｒｙ Ｓｈｉｍｏｊｏ』という文字がある。そして肩書きと名前、連絡先がシンプルなフォントで印字されていた。

「画廊オーナー……」

「下条しもじょうと申します。ところで君は？　色葉の同業者……には見えないけど」

（え……？　名前呼び？　こいつ、色葉の何なんだ……？）

　ざわり……と感情を逆撫でされるような感覚が、ひどく不快だった。下条は悠然と目を細め、唇の片端を器用に持ち上げて微笑んでいる。

　値踏みされているかのような眼差しにカチンとしたが、ここでいきりたつほど子どもではない。眉毛をピクピクさせながらも自慢の爽やかスマイルを浮かべ、グッと力強く名刺を渡した。

「俺は色葉の大学時代の同期で、常盤旬といいます。デザイナーです」

「へぇ、なるほど。デザイナーさんですか……ああ、リノベ会社の。お名前聞いたことありますよ」

「それはどうも」

　下条はひと目で愛想笑いと分かる笑みを器用に浮かべた。こなれた大人の愛想笑いである。

　名刺ケースを内ポケットに仕舞い込む拍子にちらりと袖口から覗いた腕時計も、シンプルだがかなりの高級品だ。そういうものがさらりと似合っていてかっこいい――とは思うが、大人の余裕を見せつけられたような気がして、やっぱりカチンときてしまう。

「それにしても意外だね。色葉が、君みたいなタイプの男と友人同士とは」

「……どういう意味です？」

「ふふ。まぁ、お気になさらず。積もる話もあるでしょう。僕はこれで失礼します」

　下条は旬に小さく会釈をして、車に乗り込んだ。遠ざかる高級車のテールランプを見送りながら、旬は無意識のうちに思い切り眉を顰ひそめていた。

（……何だ？　この感じ）

　あの男は、仕事でここを訪れただけの相手なのかもしれない。だが、下条の笑みが妙に勝ち誇ったもののように見えたことが、妙に引っかかっている。

　ざわりと胸を騒がせる感覚に気が逸り、旬はガラリと戸を開いて、家の中へと踏み込んだ。

「色葉！　入るぞ！」

　靴を脱いで上がり込み、板張りの廊下を進んでゆく。日本家屋は風通しがいい。じっとりとした湿度を孕んだ外気とは異なり、家の中はまるで別世界のようにひんやりとした空気が流れていた。

　すると、吹き抜けてゆく風に溶け込む絵の具の匂いが、旬の鼻腔をくすぐった。そして微かに、懐かしい香りも。

「色葉！　どこに……」

　開けっ放しの襖の向こうから、風に乗って衣ずれの音が聞こえた気がした。旬は歩調を速め、最奥の部屋の前に立つ。　

　そして、目を見張った。

　畳の上に敷かれたひと組の布団の上で、はだけた着流しを気怠げに直す色葉の姿があった。

　くしゃりと乱れた敷布団に、めくれた肌かけ。その上で、無造作に投げ出された脚の白さに、旬は胡粉ごふんの色を連想していた。

　胡粉とは、貝殻を砕いて作られる白色絵具のことだ。混じり気のない白色はくしょくの肌が、無防備に目の前に晒されている。

　うっそりと気怠げに持ち上がった色葉の視線が、旬の視線と結び合う。その瞬間、色葉の瞳に光が揺らめいた。

「……え……？」

「色葉……」

「なっ……なんでここにいてんねん！　約束の時間は、まだ……っ」

　色葉はそう言いかけて、ハッとしたように着物の前をかき合わせた。

　床に落ちていた帯を引っ掴んで雑に括ると、勢いよく立ち上がる。そして廊下で呆けている旬の胸をずいと押し、その部屋を隠すようにぴしゃりと襖を閉めた。　

　ほんの十センチほどの距離で、色葉にキッと睨まれる。顔立ちが端正なので凄まれると迫力があり、旬は思わず「ご、ごめん。勝手に入って……」と謝った。

　チラリと見てしまった部屋の乱れ方、そこはかとなく淫らな気だるさの漂うこの表情。そして、服が乱れるようなことをする……ということは、つまり……。

「え、えーと、さっきの男……。彼氏、とか？」

「……っ」

　あまりに予想外の状況で頭の整理が追いつかず、デリカシーに欠けることを口にしてしまった。色葉はかぁぁっと頬を赤く染めつつ眉根を寄せ、唇を引き結んで俯いている。

「……そんなんちゃうわ」

「あっ……いや、ごめん。俺もちょっと、びっくりしたっつーか、なんつーか……」

「……早く来すぎやねん自分。ったくどいつもこいつも、こっちの都合なんてお構いなしか」

　色葉は苛立ちの滲む手つきで黒髪をかき上げ、ぷいとその場から歩き去ろうとした……が、不意にかくんとふらついた。旬は反射的に手を伸ばし、色葉の上腕を掴む。

　思えば、こうして色葉に触れるのは初めてだ。着物越しに触れた色葉の身体は見た目通りに細く、硬い。骨のある男の身体だ。

　だが、色葉が身じろぎするたびにふわりと香る甘い匂いと、やや苦しげに旬を見上げる濡れた瞳に、旬の胸は激しくざわめき始めていた。

　気怠げな色葉の全身から匂い立つのは、ごまかしようのない色香の余韻。しかもそれは、これまで旬が交際してきたどの女よりも、濃密なもので――……。

　自分でも戸惑うほどに、鼓動が速い。

「さ、触んなって。もう大丈夫やから……」

「けど、まだフラついてんだろ」

　色葉は旬の手を振り払おうとしているようだが、動きは緩慢だった。

　この寝室で、あの男と何をしていたのか――それが分からないほど鈍くはない。これまで感じたことのないざらつく感情に戸惑いを覚え、ぎり……と色葉の肩を掴む指に力がこもる。

（三年ぶりに会ったんだ。色葉の人間関係に口を出す権利なんてない。色葉があの男と何をしてようが、俺には全く関係ない。……けど、けど）

「いっ、痛いて。離……っ」

「……さっきの男と、何してたんだ」

「は？　な、何って……」

　旬の問いに、色葉が小さく頬を引き攣らせ、息を呑む。色葉の動揺が指先を通じて伝わってくる。

　むかむかと胸の奥から湧き上がるのは、苦くどろりとした感情だ。

「あの男、画廊のオーナーなんだろ？」

「えっ……何で知ってんの」

「ご丁寧に、名刺くれたよ」

　旬の激昂が、色葉にまで伝わっているのだろう。

　色葉はぐっと唇を噛み締めたあと、微かに震える声でこう言った。

「……僕があの人と何してようが、旬には関係あらへんやろ」

「そっ、そうかもしれねーけどさ！　けど、なんか、心配っつーか。あいつ、めちゃくちゃ胡散臭い感じだったし……！」

「ふっ……ふふ」

　どうしてだろうか、色葉が可笑しげに笑みをこぼした。これまでに見たことのないような、歪んだ笑みだ。ぎょっとした旬は、弾かれたように手を離す。

　ようやく解放された肩を摩りながら、色葉は艶然とした口調でこう言うのだ。

「悪趣味やなぁ、旬。あの人と何してたかなんて、もうとっくに分かってんねやろ？　それをあえて僕の口から言わそうとするなんて……」

「ち、違ぇよ!!　そんなんじゃなくて……なんで、そんなことしてんのかってことで……!!」

　しっとりと濡れた唇を半月のようにしならせて、色葉は嗤った。たった数年会わないでいるうちに、こうも表情が変わってしまうものだろうか。

　学生時代の色葉はもっと不器用で、朴訥としていて、絵のことにしか関心のない男だった。だからこそ、時折見せるはにかんだような笑顔が可愛かった。微笑みを向けてもらえるだけで、すごく嬉しかったのに。

「お前……どうした。なんか変だぞ」

「変て？」

「下条って男。あいつ……ほんとにお前の何なの」

　板張りの廊下のひんやりとした感触、薄暗い廊下で旬を見上げる色葉の瞳、爽やかに吹き抜けてゆく夏の風――あれほどにうるさかった蝉の声が、今は遥か遠くで響いている。

　黒く澄んだ瞳にはきらめきが宿っていた。学生時代、初めて間近で視線を交わしたときの、力強く燃えるような目の色が忘れられない。だが今の色葉の瞳には、寂寞とした翳りがある。それが哀しくて、無性に悔しい。旬はきつく眉を寄せ、唇を噛んだ。

　すると、旬の痛ましげな表情を見てか、色葉の視線が微かに揺らぐ。色葉はふいと顔を背けて、淡々とした声でこう言った。

「下条さんとこ画廊はな、ええお客がぎょうさんついてはんねん。あの人に目ぇかけてもらうようになってから、僕の絵は売れるようになった。自分でも信じられへんような高値でな」

「……え」

「あの画廊、あの人で三代目やねんて。古くから祇園で画廊やってはるから顔が広くて、あのへんの金持ちは大概顧客や。ほんまにな、すごいお客さんばっかりで、びっくりすんで」

　くく、と色葉は喉の奥で低く笑った。

　今度は自嘲だ。昏い瞳で、自分を嘲笑している色葉の姿は痛々しい。

　だが、そんな表情を浮かべていてもなお、色葉はあの頃と変わらず美しかった。学生時代のように、無垢な美しさではない。闇を抱えることによってさらに磨かれた妖艶な美貌に、ぞくぞく……と背筋が震える。

「だから、あいつと？」

「……こっちから金払ってでもあの画廊に絵を置きたいていう画家は、掃いて捨てるほどいてんねや」

「けど、だからって……!!」

　ぎり……と無意識のうちに、奥歯をきつくきつく噛み締めていた。

　あの男の思わせぶりな笑みや、官能めいた空気を漂わせていた色葉の表情――やはり、つまりはそういうことなのだ。

（あの男が、色葉を汚している……）

　その情景を生々しく想像してしまえば、ふつふつと湧き上がってくるのは激しい怒り。同時に旬の脳をひりつかせるのは、薄汚れた欲望だった。

　考えたくもないのに、あの男に組み敷かれる色葉の姿を想像してしまう。白い肌を薄紅色に染め、あられもなく乱れる色葉の痴態が、脳の奥底から湧き上がる。

　学生時代から密かに胸の奥に閉じ込め続けていた不安定な感情が、溢れ出すようだった。

　汗に濡れた色葉の首筋や、柔らかそうな赤い唇、そして強く美しい瞳を目にするたび、生々しく欲望を揺さぶられた。だが、色葉に対する感情はそんな低俗なものではない、その才能に惹きつけられているだけだと思おうとしてきた。

　色葉のことを、欲に塗れた目で見ていていいわけがない。色葉は旬にとっての憧れだ。薄汚い欲望を向けていい相手ではないと、自分を律し続けていた。

（なのに）

　旬にとっての聖域をやすやすと汚していったあの男のことが、心底憎い。だがその激情をぶつけるべき相手は色葉ではない。荒んだ心を抑えるために、旬は深く深く、息を吐いた。

「そ……そんなことしなくても、お前の絵ならいくらでも売れんだろ。何で、何でそんな身売りみたいなことまで……」

「……」

「てか、お前、平気なの？　男にさ、そういうことされんの」

「……ああそうか、言うてへんかったもんな」

　旬のその言葉に重たげなため息を吐き……諦観の滲む苦しげな眼差しで、色葉は旬を見上げた。

「僕はゲイやから。男としか、そういうことできひんねん」

「え。そ……そうだったのか？」

「気づかへんかった？　ふふ……まぁ、そらそうか。君はキラッキラでカッコええデザイン科の常盤くんやもん。僕みたいな薄暗い人間の本質なんて、分からへんかったやろな」

「……なんだよ、それ」

　明らかに嫌味を含んだ色葉の物言いに、旬の目つきも鋭くなる。

　真っ向から視線をぶつけ合いながら、旬は色葉の胸ぐらを掴み、荒々しく壁に押し付けた。

　だん！　という音が鈍く響く。掴んだ拍子に着物が乱れ、色葉の白い肌と、きれいに浮き上がった鎖骨が見えた。そこにうっすらとした鬱血痕を認めてしまえば、旬の怒りはさらに激しく燃え上がる。拳が震える。

　だが、色葉はしっとりと濡れた瞳でただただ旬を見上げるばかりで、何もやり返しては来ない。気の強い色葉のことだ、もっと熱いきり立ち、やり返してくると思っていたのに――。

　しばしの沈黙の後、色葉は再び目を伏せる。そして、静かな声でこう言った。

「せやから、ちょうどいいねんて。僕は絵を売ってもらえる。向こうは僕とそういうことができる……お互いに利害一致して、成り立ってる関係や」

「っ……」

「それにな、こんな生活しとったら出会いもないやん？　ずっとひとりで寂しかったし、ちょうどいいねん」

「……何だよそれ。……それでいいのかよ、お前は!!」

　今度こそ、かぁぁぁと頭のてっぺんにまで血が昇った。諦めと共に現況を受け入れている色葉に、心底腹が立っている。それと同じくらい、旬はひどく悲しかった。

　色葉の絵は素晴らしい。才能にも恵まれているはずだ。

　それがどうして、こんな状況に陥っている……？

　ただ悲しい。旬は色葉の胸ぐらを掴んだまま、乾いた笑い声を立てた。

「ははっ……信じらんねぇ」

「……は……？」

「そうだ俺、お前の絵見たぞ。祇園の『花霞』って料亭に飾ってあった、一本桜の絵」

「……」

「すげぇ綺麗だったけど、なんか全然お前らしくなかったよ。いい子ぶってる感じっつーか、なんつーかさ」

　ぐらぐらとふらつく感情のまま、旬の口調も刺々しくなる。そんなことを言いたくて、ここへ来たわけではないのに。

　昔と変わらず、繊細な色合いは美しかった。

　桜の花びら一枚一枚にまで光沢を持たせるような優しい塗りは、色葉が丁寧に繊細に色を重ねた証だ。色葉が絵にかける熱量は変わらない。色葉らしさを保ちつつ、ああして客の願いを叶える絵を描けている色葉のことをすごいと思う。

　なのに、気づけば口から飛び出した言葉たちは、色葉の作品を貶している。

　案の定、色葉の目つきに剣が宿った。

「……何も知らんくせに、分かったようなこと言うてくれるやんか」

「だってそうだろ!!　たかが絵のために、そこまですんのかよ!!　そんっなことまでして売りたいのかよ!?　あんなキザ男に脚開いて、ケツ振ってまで……!!」

　バシ!!　と鋭い音ともに、色葉の胸ぐらを掴んでいた手を弾かれた。燃えるような怒りの炎を揺らめかせながら、色葉が旬を睨みつけている。

　言いすぎた、と後悔してももう遅い。口から溢れ出してしまった言葉は元には戻らない。

　やすやすと夢を諦めてしまえた自分とは違う。

　色葉の人生における日本画の価値を、自分は誰より理解できていると思っていたのに。あの男に色葉を奪われてしまったという混乱と嫉妬に煽られるまま、ひどいことを言ってしまった。

　怒りのせいか、色葉の頬は青白く、目だけが強い光を湛えて燃えている。その凄絶な美しさに、声が出なかった。

「たかが絵？　ははっ。たかが絵、か」

「っ……」

「そら、旬にとってはそうかもな。君は僕なんかと違ちごて、何でもかっこよく器用にこなせるもんな。まっとうな社会人やれてはって立派や。ほんまにすごいわ」

「色葉……」

「けどな、僕にはこれしかない。こんな絵ぇしか描かれへんねん」

「こ、こんな絵とか言うなって！　色葉の絵はすげぇ綺麗だよ！　だからこそ、こんなやり方しなくても、お前の絵なら……！」

「もうええ!!」

　初めて、色葉の荒らげた声を聞いた。

　しんとした空間に、さっきよりも蝉の声が大きく響く。ぐちゃぐちゃになった頭の中を掻き乱すように。

「……久々に会えたらええなて思ってたけど、こんなことになんねやったら、会わへんかったらよかったな」

「違う、色葉……」

「誰かに絵を見てもらえな、描いてる意味なんかないねん。……生きてる意味もな」

　静かに色葉の口からこぼれ落ちた言葉が、鋭く旬の胸を刺す。

　するりと旬の前から逃れてゆく色葉を引き留めたかった。だが、体温がすっかり抜けて冷たくなった指先は、思うように動いてはくれない。
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「はぁ………………」

「どうしたの常盤くん。最近ため息多くない？」

「え……？　そうかな」

「そうだよ、自覚ないの？　ほら、鏡見てみろって顔ひどいから」

　向かいの席の篠原が、小さな鏡をこちらに向けてくる。自前の鏡を持っているあたり、さすが篠原だなと感心しつつ鏡面を覗き込み……そこに映った自分の顔を見て、旬は愕然とした。

　顔色が悪い。しかも、この二週間まともに眠れていないせいだろうか、目の下にはがっつりクマができている。自慢の爽やかフェイスが台無しだ……。

「うわ～。これはやべぇ……」

「うん、やばいよ。まさか、失恋でもした？」

「失恋…………って、はっ？　いやいやいやいやそんなんじゃねーし全然違うし」

　と、必要以上に強がってはみたものの、感覚的には失恋に近い感情かもしれない。

　ふわふわした気持ちを抱いて会いに行ったはいいが、色葉のようすはひどく変わっていた。

　はっきりと明言はしなかったが、色葉は有名画廊に絵を置くことと引き換えに、あの男と肉体関係を結んでいる――という状況に違いない。

　思い出すだけで胃がキリキリと痛み、旬はまたため息をついた。

　ショックだったし、悔しかった。旬はずっと、色葉に触れることを躊躇っていたというのに、あの男は有名画廊のオーナーという有利な立場を利用して、色葉を抱いている。

　悔しくて、悲しくて、怒りのあまり胃が焼けそうだ。だが、その感情に振り回され、色葉に対してひどい台詞を吐いてしまった。……もう最悪だ。

（はぁ……もう、どうすりゃいいんだ）

　そう、酷いことを言ってしまった。「たかが絵のために」だなんて、色葉に一番言ってはいけないことなのに。自分から会いたいと言ったくせに、嫉妬に任せて色葉を傷つけた。いったいどう謝ればいい。

　しかも、下条に抱かれている色葉を妄想してしまったことをきっかけに、旬はかつて自分が認識できなかった感情に気付いてしまったのだ。初対面の下条にああも嫉妬心を焚き付けられてしまった理由は、突き詰めてしまえば簡単だ。

「色葉を抱くのは自分でありたかった」……ただ、それだけ。

　簡単な理屈だが、色葉にとってはただただ不愉快で迷惑なものでしかないだろう。それに旬自身もショックである。これまで、自分は異性愛者だと思っていたのに、実はそうではなかったのか……？　と。

　付き合ってきた彼女たちのことは好きだったし、セックスもたくさんした。だが誰とも関係が長続きしなかったのは、旬がすぐに冷めてしまうからだ。友人という枠を超え、ただ一人の女性と特別な関係性を築いていかなくてはならないという縛りが、とても窮屈だったせいだ。

　思い返すと、「なんであたしと付き合ってんのに女友達とご飯行くの？」とか、「もっと好きって言って」「付き合った途端めんどくさそうにしないでよ」……などの台詞を、全員に言われたような……。　

　だけど、彼女がいる時期でもいない時期でも、旬の心の大部分は色葉の存在が占めていたように思う。広いキャンパス内のどこかにいる色葉を探し、そばにいて、スケッチや雑談をする程度の、淡く細い関係性だったにも関わらずだ。

　色葉は今、どんな気持ちで絵を描いているのだろう。

　考えても考えても、キリがない。答えが出ない。色葉と再会してからこっち、まるで情緒が安定しない。

　思い出しては「あああ」と頭を抱え、謝罪のメールをしようとスマホを取り出しては、文面に悩んで胃が痛む。そんなこんなで、何も行動できないまま二週間が過ぎてしまった。

「はぁ……」

「ほら、言ってるそばからまたため息。何かあった？　そろそろ新規の打ち合わせが本格的に始まるんだからさ、もうちょっとシャキッとしてもらわないと困るよ」

「ああ……そうだった」

　そう、篠原の言う通りだ。来週から新規案件が本格的にスタートする。

　京都市左京区、哲学の道のすぐそばにある宝飾店「譽ほまれ」。大正初期から続いていた老舗宝石店なのだが、この度店主が代替わりするとあって、店舗を改築し、イメージを一新したいという依頼を受けたのだ。

　哲学の道とは、銀閣寺と南禅寺を結ぶ約２キロメートルの散歩道のことで、ここは桜の名所でもある。脇を流れる小川では蛍を見ることもでき、静かに京都らしさを感じることのできる場所だ。国内外からたくさんの観光客が訪れる。

　そこで、外国人観光客にも親しみを感じてもらおうと、店名も「ＨＯＭＡＲＥ」と英字表記に変更するということだ。

　三十歳の若い店主・誉ほまれ晃一郎こういちろう氏は、イギリスで宝石鑑定士の資格を取得し、この夏に帰国したばかり。彼の父親の代から店を支えてきた職人たちは継続して雇いつつ、新たに若いジュエリーデザイナーを加える予定であるらしい。

　半月ほど前に顔合わせをした際、「これまでは老舗宝飾店というステータスの上にあぐらをかいていた」と語っていた若い店主だ。今後はもっと「京都」という地の利を思い切り生かしていきたい。「和」をモチーフに、洗練されたジュエリーを展開していきたい――と熱い想いを語っていた。

　クライエントの熱意を思い出すと、萎れていた旬の心にも張りが戻ってこようというものだ。旬は椅子に座ったまま大きく伸びをして、何度か深呼吸をした。

「ふぅ～～～……。だよな、シャキッとしないとな」

「そうだよ、シャキッとしてくださいよ。君がぼけっとしてられる余裕なんて、うちにはないんだからね」

「分かってるって」

　旬が苦笑していると、篠原からぽんと新たなファイルを手渡される。ジュエリーショップ「ＨＯＭＡＲＥ」に関する追加資料だ。

「昨日、誉さんから届いたんだよ。理想の内装に近い画像を色々送ってくれてたから、プリントアウトしといた」

「お、サンキュ」

「あと、北側の壁に絵を掛けたいんだって。ババーンと壁画でもいいなぁなんて書いてあったな。店の看板になりそうな絵を、どーんと配置したいと」

「ふむ、なるほど」

　店のコンセプトに合う美術品を用意して欲しいであるであるとか、壁画を作成して欲しいという依頼は、そう珍しくはない。イメージに合う作風のクリエイターをこちらで選定することもあるし、クライエントが作家を指名して、事務所を通して依頼することもある。

「ＨＯＭＡＲＥ」の店舗自体はそう広くはなく、開口部は通りに面した南側の出入り口のみ。観光客でも入りやすいように間口は広く取るつもりだが、北側の壁面までは光が届きにくく、照明などで工夫をつけようと考えていたところである。そこに、客の目を惹くような絵があるのは確かに良い。

「店の看板になるような絵……か。いいね、ショップカードやウェブサイトなんかにもその絵を使えば、お客さんのイメージにも残りやすいだろうし。どんな雰囲気のものがいいか、見当はついてるって？」

「うん、日本画がいいんだって。どうしても描いて欲しいものがあるって」

「日本画で描いて欲しいもの……か。なるほど」

「でね、誉さん、橘色葉っていう画家のファンらしいんだ。ぜひ話を通してくれって依頼が……」

　喉に流れこみかけていたコーヒーに、旬は思い切り噎むせた。

　淡々と説明を続けていた篠原の声がぴたりと止む。

「え、なに？　どしたの。大丈夫？」

「ごほっ、げほっ……だいじょぶ、大丈夫……。なるほどね、日本画家のね……」

「そうそう。でもこの画家さん、こういう仕事受けてるかどうか分かんないんだよなぁ。連絡先とかＳＮＳに載せてないみたいで……」

「あっ、俺、分かる！　分かる！」

　旬が勢い良く手を挙げると、篠原は「まじで？　さすが情報通。教えてもらっていい？」と言った。本来ならば、作家に話を通す作業はアシスタントの仕事だ。だが旬はまた勢いよく首を振る。

「いいよ！　この画家、芸大の同期なんだ。俺から連絡取った方がスムーズだと思うし!!」

「あ、そう？　助かるわ。じゃあ、次のミーティングまでに打診のほうよろしくね」

「了解!!」

　色葉に連絡を取る口実が、思わぬ形で出現した。しかも……。

（やべ……なんかドキドキしてきた）

　この状況、うまくいけば、色葉と一緒に仕事ができるということではないか。緊張か高揚か、ドキドキと高鳴る鼓動を確かめるように、旬はぐっとシャツの胸元を握りしめる。

　そして気合を入れ直すように深呼吸をした後、今度こそ、色葉に連絡を取るべくパソコンに向かった。
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　二度目に訪れた色葉のアトリエだ。……どういうわけか、無防備に戸が開いている。

　今回もきちんとアポを取っているし、時間はぴったり。「入ってよし」というサインなのかもしれないが、旬はきちんと呼び鈴を押すことにした。

　古めかしく、そしてどこか懐かしいデザインのインターホンだ。指先でぐっと強く押せば、客人の訪れを知らせる電子音が、家の奥で響いているのが聞こえる。一度では反応がないので、もう一度押し、旬は手土産の紙袋をがさがさと持ち直した。が、やはり反応はない。

（入っていいんだよな……？）

　前回手痛い経験をしているため、ついつい必要以上に慎重になる。だが、開け放たれた家の中はしんとしていて、人の気配もない。ただ、あの日と同じように、どこか懐かしい匂いが風に乗って漂ってくるのみだ。

（……膠にかわと、絵の具の匂い）

　粉状の岩絵具や胡粉を練るために使われる、膠。動物の皮や骨から採れるコラーゲンが主成分の糊のようなものである。

　日本画で使用する岩絵具は鉱石や宝石を砕いて作られたもので、それ単体では紙面上に定着しない。溶かした膠と混ぜ合わせて使うことで初めて絵の具となり、絵画に使用することができる。

　幼い頃、祖父が愛用していたのは粒状の鹿膠しかにかわだった。ざらめのようにコロコロとした粒膠を小さな鍋で煮溶かし、岩絵具と混ぜてゆくのだ。

　溶けた膠はいい匂いというわけではなく、かといって臭いというほどでもないけれど、わざわざ嗅ぎたくなる匂いでもない。

　だが、その香りは懐かしく、旬の記憶を蘇らせる。大切そうに絵手紙を書く祖父の目元、丁寧に絵の具を溶く指の動き。静かで穏やかだった時間を、懐かしく思い出させる香りだった。

　懐かしい匂いに誘われ、室内を進む。玄関から左手へ伸びる廊下を進んでゆくと、障子を全て開け放った部屋がある。広々とした八畳間だ。

　色葉は床に平置きした絵に覆い被さるようにして、一心に筆を動かしている。

「色……」

　名前を呼びかけて、やめた。和室を吹き抜けてゆく風に乗って、色葉の集中が、こちらにまでひりひりと伝わってくる。

　畳敷きの床の上には、膠で溶かれた色とりどりの絵の具が並んでいる。

　長辺が１メートルほどの長方形のパネル（木製の板に和紙を貼ったもの）を床に寝かせ、絵に色をつけている。旬がすぐそこにいることにも気づいていないようだ。邪魔をしないよう気配を消し、少し離れた場所にあぐらをいた。

　この間は着物姿だったので、和服が普段着なのかと思っていたが、今日はごく普通の白いＴシャツ姿だ。紺色のツナギの袖を腰でくくっている。学生時代の色葉もよくそういう格好をしていたため、あの頃に時間が巻き戻ったような懐かしさを覚えた。

　襟足の髪の毛が邪魔なのか、黒髪を小さく一つ括りにしているため、絵に没頭する色葉の横顔がよく見える。まばたきもせずにじっと筆先を見つめる瞳には気迫が漲り、とても邪魔できる空気ではない。

　パネルに描かれているのは、みずみずしくしなやかな若竹だった。夜空へと勢いよく伸びていきそうな、青々とした若竹だ。鮮やかな色使いもあって、とても躍動感がある。

　色葉の描く絵の背景は、暗い夜であることが多い。だが今回描いている夜空には、煌々とした満月が浮かんでいる。

　天上から降り注ぐ月の光に照らされて、笹の葉が艶やかに浮かび上がる。

　笹をそよがせる風の音が聞こえるようだ。さらさら……と若竹の群れの中を吹き抜ける風に頬を撫でられ、涼しげな笹の香りに鼻腔をくすぐられる。

　学生時代、旬が空間デザインコースを選択した理由は、「三次元に広がりのある空間デザインは、平面に描かれる絵の対極にあたると考えたから」――というものだった。憧れていた世界から距離を取るためという理由もあった。

　だが、色葉の描く世界には奥行きがある。見る者に、風や匂い、温度さえも感じ取らせてしまう。自分では到底達することのできない境地。

　出会った頃から、色葉はすでにそこにいた。

（……ほんとに、綺麗だ。こいつの絵……）

　色葉の絵を見るたび、圧倒される。そして、画家になりたかったかつての自分の夢を浅はかだと感じさせられて、ちくりと胸が痛むこともある。

　色葉の人となりを知らなければ、ただの「憧れ」で済んでいたかもしれない。しかし旬は、色葉を人として好いている。

　目の前で、瞬きさえ忘れたように絵を見つめ、色を重ねてゆく色葉の横顔。

　彼の描くものも美しいが、こうして絵と一体になって作品を作り上げてゆく色葉の姿こそ、旬にとっては愛おしいものなのだ。だからこそ、色葉には苦しんで欲しくない、自由に彼の世界を描き続けていて欲しい。

　そして叶うなら、自分こそが色葉の特別でありたい。一番そばで見守っていたい――そう願わずにはいられない。

「……来てたんやな」

　こと……と絵筆を置き、色葉がようやく口を開いた。

　描画を見守りながら考え事に沈んでいた旬は、ハッと我に返る。

「お、おう。……ごめん、また勝手に入って」

「いいよ、途中で気づいてた。ちょっとノってきとったから、中断したくなかってん」

「うん、分かってる。これ、裏の竹林？　なんかすげぇ逞しくない？」

「そうやろ」

　色葉はその場に立ち上がり、うーーんと声を出しつつ伸びをした。そして、満足げな表情で絵を見下ろす。

「これ、骨書こつがき（墨で描く下絵）で放ほっててんけど、こないだ旬に会おうてから、急に続き描きたくなってん」

「えっ？　な、なんで」

「……僕もこれくらい逞しくならなあかんなて思ったから、かな」

　そう言って、色葉ははじめて旬のほうへ視線を向けた。そして、少し照れ臭そうに笑う。

　懐かしい微笑みだ。この激レアな笑顔が、とてもとても好きだった。

　ラフな格好に、あの頃と同じ表情。こうしていると、色葉との関係性まで学生時代に戻ったような気分になる。ついさっきまで感じていた緊張を忘れ、旬の口元もようやく綻ぶ。

「色葉はじゅうぶん逞しいと思うけどな」

「何やそれ、嫌味か？」

「嫌味じゃねーって。……ていうか、俺、あの」

　旬はその場で正座をして、がばりと頭を下げた。

「この間のこと、本当に悪かった。ごめん……!!」

 　ずっとずっと謝りたくて、頭の中で何度も反芻した言葉だ。膝の上で、拳を固く握りしめる。

「あんなこと言うために、お前に会いにきたわけじゃなかったんだ。『花霞』で絵を見て、ただ懐かしくて……会いたくなったから、連絡した」

「……」

「お前の人間関係に口出すつもりも、口出す権利もないって分かってた。けど……けど、どうしても我慢できなかったんだ。だから、あんな無神経なこと……」

「……もうええよ」

　硬く目を閉じていたらしい。思いの外静かな色葉の声に拍子抜けして目を開くと、ところどころささくれた畳表と、力みすぎるあまり白くなっている自分の拳が見えた。

「こっちこそ、色々キツい言い方して、ごめん」

「えっ……」

　思ってもみなかった謝罪の言葉に、旬は素早く身体を起こす。色葉の口から殊勝な言葉が出てきたことが信じがたく、旬は穴が開くほどに色葉を見つめた。

　すると色葉の白い頬がじわじわと赤く染まり、ちょっと困ったような顔で俯いた。

「恥ずかしかったんや、自分が。久々に会おうた旬は、自立してちゃんと仕事してはんのに。それに引きかえ僕は……って」

「い、いや、そんな……」

「旬からメールもうて嬉しかってんけど、実はめっちゃ悩んだんや。どう見ても堂々と会える状況ちゃうやん、てな」

「いや……」

「けど、会えたらええな……て、思ったから」

　たどたどしくそう言うや、色葉は赤面して黙り込んでしまった。

　旬もまた妙に照れてしまって、同じように黙り込む。

　腹の奥がむずむずして、くすぐったい。ということは、色葉も旬と会うことを楽しみにしていてくれたということではないか。再会してから今日までのモヤモヤが吹っ飛ぶくらい、嬉しくてたまらなかった。

　顔がニヤつきそうになるのをぐっとこらえ、ひょいと視線を彷徨わせた先には、小さな床の間と違い棚がある。やはり、丁寧に造り上げられたいい家だなと旬は思った。

　ようやく周囲に目を向けるだけの余裕が生まれてきたらしく、土壁に無造作に立てかけられた大小の絵に目が留まる。

「いっぱい描いてんだな、今も」

「まぁ、それなりにな」

「あ、これ」

　床の間の片隅に、見覚えのある金魚がいた。

　大学一回生の頃に見た、闇の中を泳ぐ金魚の絵だ。旬は立ち上がってその絵に手を伸ばし、ひょいと目線の高さにまで持ち上げる。

「懐かし～！　これ、初めて見たお前の絵だよ」

「そんなしみじみ見んなって。粗が多くて恥ずかしいわ」

「そんなことねーって。綺麗だよ」

　旬は振り返って、色葉に笑顔を見せた。

「誰にも言ったことないんだけどさ……俺、本当は日本画コースに行きたかったんだよね」

「え？　そやったん？」

　旬の台詞に、色葉が意外だと言わんばかりに目を瞬いている。

　これまで言えなかったことだが、なぜだか今は、するすると言葉が出てくる。

「どうりで。前から、スケッチ上手いなと思っててん」

「へへ、サンキュ。……けどさ、『ちょっと絵が描けるってだけで調子に乗るな。こんなもの、仕事になるわけないだろ』って親父に死ぬほど反対されてさ」

「へえ……けどまぁ、正論やな」

「だろ？　でもあの頃はまだ高校生ガキだったからさ、日本画がダメでも、どーしても芸大に行きたかったんだ。そうでもしねーと、行きたくもない大学を受験させられて、モチベないから失敗して、失望されて、ヤケクソになって……って、ドツボ人生しか見えなかったから」

　二十五になった今だから、自分の人生をこの手でコントロールできているという自信がある。

　だが親の庇護下にあった高校時代、自分の人生を選択する権利を、旬はその手に持っていなかった。

　父親はひどく頑固で、視野の狭い人だ。一人息子である旬の人生は、自分の理想通りのものでなければ我慢がならないというタイプの親だった。だが、このまま父親に従っていては、心が押しつぶされるだけ――あの日の父子喧嘩は、旬にとって最大の反抗だった。

「……望まない人生をぼんやり生きるなんて、絶対に嫌だったんだよな」

　真上から否応なしに押さえつけられる息苦しさも、今となっては過去のことだ。

　だが、京都に来て以来、旬は実家に帰ることができていない。

　一度許したとはいえ、望まぬ人生を歩む息子のことを、父親はまた否定するだろう。否定されれば、心が軋む。自分らしく生きることができている現在いまを、どうしても汚されたくなかった。

　幾重にも藍を重ねた闇色を見つめるうち、口調がひどく重いものになっていることに、はたと気づく。黙っている色葉にへらっと笑って見せると、旬はあえて軽い口調でこう付け加えた。

「だから俺、お前のことがすっげー羨ましかったんだ」

「えっ？　羨ましい……!?」

　旬の台詞がよほど意外だったのか、本気で驚いている色葉の顔を見ることができた。澄まし顔をしているときとは違い、普段よりずっと幼く見える。そんな色葉が可愛くて、旬もまた声を立てて笑う。

「そーだよ、すげぇ嫉妬した。何の障害もなく現役で芸大入って、注目されててさ。くっそ羨ましいなって」

「嫉妬？　旬が僕に？」

「そーだよ」

　さっきの暗い思い出話を取り繕うようにぺらぺらと話しているうち、幼い頃の記憶が鮮明になってくる。今も色褪せることのない猩猩緋しょうじょうひを見つめているうち、旬は口元には笑みが浮かぶ。

「この家の匂い、なんか俺も懐かしい。じいちゃんが日本画好きでよく描いてて、俺もガキの頃、よく真似して描いてたんだ。岩絵具は高いからさすがに使わせてもらえなかったけど、色鉛筆の芯とか削って、じいちゃんの真似して指で練ってみたりして。まぁ当然色は出ねぇけど、気分は絵師だったよな」

「へぇ……可愛らしいな」

「へへ、だろ？　小学生になったら絵具セット使うじゃん？　かっこいいパレットがあるのにさ、わざわざ水彩絵具を小皿に出して、いっぱい並べて絵ぇ描いたっけ。じいちゃん、その頃はもう寝たきりだったけど、絵を描いてる俺のこと見て、ニコニコしてた。……ははっ、懐かし」

　あの頃使っていた絵具セットや、祖父が使っていた小皿や筆、膠を溶かすための小さな鍋はどこにあるだろう。

　ひょっとしたら、両親によって既に捨てられているかもしれない。そうなる前に、自分の手元に引き取っておけばよかったな……と思う。

「芸大行ってりゃ、ふらっと日本画コースに移れたりすっかな～なんて思ってたけど、甘かった。お前もそうだけどさ、みんなガチで絵描いてんだもん。俺みたいにぬるい動機で入りこんじゃいけない世界だったんだ」

　金魚の絵をそっと戻し、旬は色葉のそばにあぐらをかいた。そして、丁寧に描き込まれた笹の葉や、光を湛えた月に視線を落とす。

「綺麗だよな……お前の絵。ほんっとに綺麗だ。やっぱ本物は違うわ。色葉はすごいよ」

　絵のそばにある色葉の手のほうへと、気づけば視線が移っている。

　絵の具の付着した、白い指先。作業着として使っているツナギにも、まるで模様のようにあちこち絵の具が飛び散っていて、まるで一つの作品のようである。

　色葉が身につけているもの、使っている筆や絵皿……それら全てに、日本画にかける時間と労力、そして熱量を感じる。今の自分には、到底持ち得ることのできないものばかりだ。

「僕は……」

　色葉が、しばしの沈黙を破って声を上げる。旬が顔を上げると、珍しく、ひたとこちらを見つめる色葉と間近で視線が絡み合った。

「僕のほうこそ……羨ましかった。旬のこと」

「え……なんで？」

「僕は旬と違ちごて、絵を描くことしかできひんから」

「いやいや、そんなことねーだろ」

　旬がそう言うと、色葉は二、三度首を振る。

「うちな、父子家庭やってん。おとんもおとなしい人やったけど、僕も小さい頃から引っ込み思案で、友達もなかなかできひんくて……って、まぁそこは今も変わらへんけど」

「そっか……うんまぁ、否定はできねぇな」

　実際、色葉が旬以外の友人と過ごしているところを見たことがなかったので、旬は素直にうんうんと頷く。すると色葉はむすっとしたような顔をしつつも笑みを含んだ声で「いやそこは否定するとこやろ」と言う。

　こういう気の置けないやり取りが懐かしい。旬が笑っていると、色葉は小さく息を吐き、長いまつ毛をゆっくりと伏せた。

「嬉しかった。僕を探してまで、旬がそばにいてくれたこと」

「……そうか？」

「うん。あの年の冬におとんが死んで……僕は、ほんまにひとりになってしもてたから」

「し……死んだ？」

　どき、と心臓が冷え、旬は一瞬呼吸を忘れた。

　色葉の父親が亡くなっていた？

　いくら寡黙だとはいえ、色葉が一番大変だった時に何も気づいてやれなかったとは――自分の愚鈍さに心底呆れ果て、旬は深々と項垂れた。

「ごめん。全然、気づけなかった……」

「なんで謝んねん。全然ええよ、変に気ぃ遣われんのもいややったし」

　爪に付着した絵の具に左手で触れながら、色葉は窓の外へすいと視線をやった。

「勉強は嫌いじゃなかったけど、友達もおらん、ひょろいし暗いから学校ではいじめられる、絵ばっか描いてる……て、僕は面倒な子どもやったから、おとんには散々心配かけた。学校は休みがちやったけど、唯一好きで通うてたんが絵画教室や。そこで日本画を知って、そこから僕は、もっと絵に没頭した。ほんまに、僕にはそれしかなかった」

　初めて聞く、色葉の昔語りだ。親しげな眼差しで絵筆や絵皿を見つめる色葉の横顔を食い入るように見つめながら、旬は息を潜めていた。

「僕が大学入ったら脱サラして、ずっと憧れてた古本屋開くんやいうて色々準備してはったんやけど……結局、出来ずじまいやって。……かわいそうやったな」

　訥々と語る色葉の瞳が、微かに潤む。

　語り口調は穏やかだが、色葉の瞳には深い深い悲しみが見て取れる。寂寞とした色に揺らめく瞳が、ひどく痛ましい。突き上げるようなやるせなさを感じ、色葉を抱きしめたくてたまらなくなった。

「この家な、おとんの実家やねん。取り壊される予定やってんけど、残してもろたんや。絵描くにはちょうどええとこやろ？」

「うん、色葉っぽいなって思った」

「ふふ。そやろ」

　色葉は孤独なのだろう。

　だからこそ、絵を描くこと、絵を売ることに執着しているのだ。そんな事情も知らず、心ない言葉を色葉にぶつけてしまったことを、今改めて後悔する。

　白い指が、畳の表面をそっと撫でる。愛おしげな手つきだ。今の色葉には、この家しかないのかもしれないと、ふと思う。

　畳を見つめる色葉の横顔はやっぱり儚くて、きれいだ。抱きしめたくてたまらない。引き寄せられるように腕が持ち上がり、躊躇いがちな指先が色葉の頬に触れる。さらりとしたあたたかい頬の感触だ。

「……旬……？」

　驚かれるかもしれない。嫌がられるかもしれない。だが、旬は止まらなかった。

　旬だけを視界に写す色葉の瞳は、透明度の高い黒水晶のよう。澄んでいて、寂しげな黒い瞳。その瞳に、自分以外の誰も映して欲しくない。

　今も、昔も、これからも。

「は……」

　淡く、淡く触れ合った旬の唇を、色葉は拒みはしなかった。むしろ、旬のほうが震えている。

　旬にとって色葉は、指紋をつけることなど許されない、高貴で清らかな宝石のような憧れだった。だが、ひとたび触れてしまえば、湧き上がる感情を抑え込むことはできなかった。

「……色葉」

　二度、三度と、小さな唇を啄めば、色葉の吐息がわずかに乱れる。

　今、色葉はどんな表情をしているのだろう。どうして、旬の行動を咎めないのだろう……頭の中では疑問が浮かぶが、旬の欲は昂るばかりだ。柔らかな唇は触れ合っているだけで心地が良く、これまでに感じたことのないほどの愛おしさに身体がざわめいている。

「ん……」

　舌で色葉の歯列を割り、あたたかな口内へと忍び込む。色葉の身体が微かに震え、息を飲むさまがはっきりと伝わってきた。旬はとっさに色葉の頬からうなじへと手を滑らせ、細い首を捕らえた。そしてさらに深く、色葉の中へと舌を這わせてゆく。

「ん、っ……ン」

　ぎゅ、と縋るようにシャツを握る色葉の手。旬はすぐさま手のひらを重ねて、指の中に握り込んだ。昂りゆく欲のままに口を開いて、色葉の吐息ごと奪う。やや強引に色葉の舌に舌を絡めてゆくと、濡れた唇が触れ合う水音が淫らに響いた。

　徐々に乱れ、熱を帯びてゆく色葉の吐息を感じるたび、腹の奥にじくじくとした熱が燻ってゆく。

「色葉……」

　一度唇を離し、色葉の表情を目にした瞬間、理性の箍たがが外れる音がした。

　頬をしっとりと薔薇色に染め、涙で濡れた瞳で旬を見つめる色葉の表情に、はっきりと、自分と同じ欲を感じたからだ。

　色葉は絵の具で汚れた白いＴシャツの胸を上下させ、切なげに旬を見上げている。

　互いの唾液で濡れた唇は艶のある赤。興奮によって熱を帯びたその赤は、たとえようがないほどに淫らで、美しい色をしていた。

　その唇の端をとろりと濡らす唾液を、旬は舌で舐め取った。舌先で唇をなぞるだけで、色葉は「はっ……ァ」と声を震わせ、さらに強く旬のシャツを握りしめる。

（……だめだ。これ以上、したら）

　理性による制止はもう無理だ。

　キスをしているだけなのに、セックスをしているような気分だった。両手で色葉の頬を包み込み、何度も濡れた唇を貪った。

　自ら先をねだるように開かれた色葉の下唇に親指で触れれば、やわらかな舌が旬の指先に絡みつく。はぁ、はぁっ……と息を乱しながら、色葉は赤い舌を覗かせて旬の指を舐った。頭の芯がしびれるほどにいやらしい眺めに、旬の呼吸も荒くなる。

（でも、マジでだめだ。これ以上してたら……止まれなくなる）

「……色葉、」

「好き……」

　吐息まじりの掠れた声が、旬の鼓膜を震わせる。どこか哀しげな表情で旬を見上げ、艶めいた赤い唇で、色葉はもう一度こう言った。

「ずっと好きやった。旬のこと……」

「っ……」

（色葉が……俺のことを……？）

　突然の告白に、頭の理解が追いつかない。

　色葉が目を閉じると、目尻からつう……と涙が頬を滑ってゆく。

「だから……見られたくなかった。あんなとこ」

「あんなって……」

「自分が恥ずかしくて、たまらへん」

　下条とのことを言っているのだと分かった瞬間、すう……と背筋が冷えてゆく。色葉は旬のシャツから手を離し、そのまま身を引いていこうとする。だが旬は咄嗟にその手を掴んで、色葉を強く強く抱きしめた。

「だったら、もうあんなやつとは縁切れよ！　あいつんとこにいなくても、お前の絵なら絶対に売れる。もっとたくさんの人に見てもらえるに決まってるって！」　

　骨張った色葉の肩を掴み、熱を込めてそう説得する。だが、色葉は心許なげな眼差しで旬を見上げ、小さくかぶりを振った。

「大学三回の後半くらいからかな、ひどいスランプになってもて……卒展にも、ろくな絵出されへんかってん」

「えっ……!?　そうだったのか？」

「大学出てからも、バイトしながらひとりで絵描いててんけど……。だんだん、何のために描いてんのか分からへんくなった。たまに小さい賞をもらうこともあったけど、その先が繋がらへん。もうやめてまおかな……て思ってたとき、下条さんに声かけられたんや」

　三条河原町の小さなアートスタジオで開催されるグループ展に招かれ、色葉も絵を出していた。

　そこにふらりとやってきた下条は、しばらく色葉の絵の前から動かなかったらしい。そこまでじっくり見てもらえているのだから、声くらいかけなければ……と思った色葉は、おっかなびっくり下条に声をかけたのだという。

「食事に誘われて、そん時の状況や家族のことを聞かれた。そしたら、僕が君のサポートをするから、もっと絵を描きなさい、て。君の絵は売れるよって、言うてくれはって」

「サポート……」

「質のええ岩絵具とか、なんぼでも買ってきてくれはった。アドバイスもくれたし、絵もほんまに売れて嬉しかった。けど、半年くらいした頃になって……これからも絵を置いてあげる、悪いようにはせぇへんから……て、たまに、ここで」

　そこで、色葉は言葉を切った。

　あの日見た色葉の白い脚を生々しく思い出し、旬は色葉を抱きしめる腕に力を込める。

「……絵が売れるたびに言われんねん。誰のおかげで絵だけ描いていられるのか、ちゃんと理解してるかって」

「は……？　なんだよそれ」

「でも、その通りや。あの人には人脈があって、お客さんらにも信頼されてはる。あの人の下におったら、僕は無価値な絵を描かんで済む。……分かるやろ、日本画は金も手間もかかる。売れへんかったら、それはただのゴミや」

「無価値……」

　旬の脳裏に、大学の廃棄場の風景が蘇る。

　課題、練習、出品のために制作したもの……芸大では、日々たくさんの創作物が生まれる。

　だが、作ったものや描いたもの、それらすべてに貰い手がつくわけもなく、すべてを家に持ち帰るわけにもいかない。悲しきかな、行き場のない作品たちを廃棄する必要もあるのだ。

　キャンパスの片隅には、大きな廃棄場が設けられている。学生によって捨て方は様々だが、無造作に立てかけられただけの絵、バキバキに破壊された立体物など……ものづくりに関わる者としては、見ていて切なくなる風景だった。

「僕は、自分のやってることに価値が欲しい。せやないと、死んだおとんにも顔向けできひん。それに僕は、この先ひとりで生きて行かなあかん。生きていくためにはこれしかない」

「な……何言ってんだよ、もっと世界を見てみろよ！　自分を売り込む方法なんて、今はいくらでもあるんだからな！」

　思わず声が大きくなる。だが、色葉は旬にもたれかかったまま、顔を上げなかった。自分の声は、色葉の心にまで届いているだろうか。

（あのやろう。色葉のこと囲っときたいからって、恩着せがましいことばっかり言ってやがるんだな……！）

　色葉は素晴らしい才能を持っていることは、疑いようのない真実だ。なのに下条は、色葉の自立心を挫くようなことを懇々と言い含めているらしい。

　すかした色男の顔を思い出し、むかむかむかと腹が立つ。旬はぐっと色葉の両肩を掴み、まっすぐに双眸を覗き込んだ。

「色葉の絵が無価値なもんか。今日は俺、お前に仕事の話があって、ここに来たんだぞ？」

「え……仕事？」

「そうだよ！」

　あの男に付き従うだけの世界が全てではない。もっと多くの人に求められる絵師なのだと、分かってほしい。

　少し早口に「ＨＯＭＡＲＥ」の件を話して聞かせると、色葉の瞳に少しずつ光が宿る。手応えを感じた旬は、色葉の肩を握る手に力を込め、まっすぐに顔を覗き込んだ。

「それに、これからは俺がいる。もう自分を追い詰めんな」

「え……？」

　旬の台詞に、色葉が目を丸くしている。旬は急かされるように色葉の手を握りしめた。

「あの頃は、絵を諦めた俺がお前に踏み込んじゃいけない気がして、ずっと遠慮してた。けど今の俺なら、お前の絵を活かしていけると思うんだ。そりゃ、下条んとこにいたほうが箔はくが付くのかもしれねーけど、俺は、お前を暗いとこに囲い込んで食い物にするような変態野郎なんかに、お前を絶対に渡したくない」

「し、旬……。自分、何言うてんねん、それ……」

　感情と勢いのままに思いを告げる旬を宥めるように、色葉が困ったような笑みを浮かべている。

「べ、別に僕に告られたからいうて、そっちまで盛り上がらんでもええねんで。ほら……旬はゲイとちゃうんやし、無理せんでも……」

「無理なんてしてない」

　手を離してしまえば、どこまでも後ずさって逃げていってしまいそうな色葉の手を、固く固く握りしめる。

　伏せ目がちだった色葉の視線が、ようやくまっすぐ旬のほうへ向いた。

「俺は、お前と一緒にいたいんだ。これからも」

「……へっ」

「学生の頃から、色葉といると楽しかったし、居心地よかった。それだけじゃない。……お前のことをもっと知りたいって、笑う顔をもっと見たいって、ずっと思ってた」

　あの頃の感情を言葉にするのは初めてだ。抑え込んでいた感情まで、堰を切ったように溢れ出してゆく。潤んできらめく色葉の瞳をひたと見つめているだけで、いいようのない愛おしさが込み上げる。

「俺も好きだよ、色葉のこと」

「旬……」

　旬の告白に息を飲む色葉の瞳が、見る間に涙で濡れてゆく。

　沈黙と静寂の中、どくん、どくん……と心臓の音が鼓膜を震わせる。これまでに旬が経験してきた交際は全て、ノリから始まる軽やかなものばかりだった。こんなふうに真摯な気持ちをもって誰かに愛の告白をするのは、生まれて初めてのことである。

　旬の気持ちを、真実だと信じて受け取ってくれるだろうか。

　色葉の気持ちを知ってはいても、緊張のあまり胸が苦しい。

　すると色葉はごしごしと目を擦って俯くと、はぁ……と何かを堪えるようなため息をついた。

「まったく、現実感がない……」

「えっ!?　な、なんで!?」

「だって……自分、学生時代からかっこよくて、おしゃれで、キラキラしとって、眩しくて……。僕のこんな気持ちなんて、ぜったい実るわけないて頭から諦めとったんやで。……なのに、今んなって、まさか」

「おい……諦めるとかやめてくれよ。俺だって、やっとお前に告白できたんだぞ？」

　またしても、するりと逃れていってしまいそうになる色葉を繋ぎ止めるように、旬は色葉の頬に手のひらで触れた。すると、俯いたままの色葉の耳がじわじわと赤く染まってゆく。

　そして、蚊の鳴くような小さな声で、ぽつりと一言。

「……ありがとう。うれしい」

　頬を真っ赤に染め、俯いてきつく目を閉じている色葉を見ていると、旬もようやくホッとした。抱き寄せた心地よい重みを噛み締めつつ、色葉の黒髪に頬を寄せていると……突然ぐいと胸をつき返され、旬は唖然としてしまう。

「け、けど……っ！　あかん、あかんねん！」

「えっ！　……な、なんでだよ。俺がゲイじゃないってことが気になるなら、それは」

「そ、そうちゃうくて……」

　色葉はぎゅっと唇を引き結び、苦悶に満ちた表情である。

　その苦しげな顔を目の当たりにして、旬はピンときてしまった。

「下条か……。あいつに、何か条件つけられてんの？」

「だ……誰とも、付き合うなて、言われてる」

「は!?　何でだよ!?」

「自分が相手になるから、絵に集中しなさい……て、言われてる」

「な……何だよ、それ」

　むかむかむか、と腹の奥から腹立たしさが溢れ出す。せっかく通じ合った恋路を邪魔だてされた歯痒さと苛立ちで、頭が痛くなってきた。だが、むしろ清々しささえ覚えてしまう。

　額を押さえて「ふーーーー」と心を静めていると、色葉がちょいちょいと旬のシャツの裾を引いている。こんな時だが、シャツをつまんでもらえるだけでちょっと嬉しい。

「旬」

「な……何？」

「イラついてんねやろけど、あの人には僕から話すから。旬はいらんことせんといてや」

「いらんことって……そ、そんなことするわけないじゃん」

「ほんまやな？」

「しねーって」

　心を見抜かれているような気がするが、旬は引き攣った笑みを浮かべてごまかした。

　だが、旬の心は、すでに決まっている。





＊　＊　＊






　色葉に「いらんことをするな」と言われはしたけれど……数日後、旬は「ｇａｌｌｅｒｙ Ｓｈｉｍｏｊｏ」へと向かっていた。

　下条への用事は他でもない。「もうこれ以上色葉に手を出すな」と、言い渡すためだ。

　色葉はまだどこか旬に遠慮がある様子だったが、旬はとっくに本気だった。これからは自分が色葉のそばにいて、彼を守りたい。色葉自身を、そして、あの白い指先から生まれる作品たちを。

　そのためには、下条と色葉の縁を切らなければならない。だが、色葉はそれに尻込みしていたし、怯んでもいるようだった。

　下条に逆らうと絵画界にいられないなどという事態が待ち受けているのか……？　と、芸大時代の友人たちに、下条という男を知っているかとリサーチをかけてみた。するとデザイン系ではなくアート系の職についている友人たちは皆、下条のことを知っていた。

　だが、スケベな変態野郎だという意見は聞こえてこなかったので拍子抜けだ。

　世間へ向けた顔はよほど品行方正なのか、「ギャラリストとして若手を育てている人格者」だの「若いのにすごい目利き」だの「イケメン」だのと、皆がそろって褒め言葉ばかりを口にするのだ。……そのたび、旬はなんだかげんなりしてしまった。

　これまで何枚も絵を売ってもらった恩があるのは分かるが、その対価に肉体関係を迫るなど、許されることではない。どんな事情があるにせよ、あの男は有名画廊のオーナーという立場を利用し、「画廊に絵を置いてやるからやらせろ」と色葉の弱みにつけこんでいるのだ。

　色葉が言い出せないのなら自分が行くしかない――!!　と、当の本人の許可も得ず、こうして下条の画廊までやってきてしまったというわけである。

　色葉から得た情報によると、下条との付き合いは一年と少し。

　芸大を卒業した後、色葉は四条通り沿いの書店でアルバイトを続けながら絵を描いていたという。

　公募展にはちょこちょこと絵を出していたようだが、スランプを引きずっていたせいか学生時代ほど筆が乗らず、小さな賞を獲ったり獲らなかったりと結果はふるわなかったという。

　色葉の話を聞き、旬はだんだんもどかしくなってきた。公募展ばかりに固執しなくとも、ネットの力を使えば、より多くの人に絵を見てもらう機会を得られるのに、と。

　ＳＮＳにアップしたり、金はかかるが自分で画廊を借りて個展を開くなど、やり方は色々ある。現に、そこから仕事を得ている作家もたくさんいる。……が、信じ難いことに、色葉はいまだにガラケーを使っていて、ＳＮＳに馴染みがないというので……まずは、機種変から進めてゆくことにした。

　恋愛ごとに関してはクールな方だと思っていたが、今回はいつになく舞い上がってしまっている自覚はある。……が、ここは冷静に、冷静に話をしなくてはいけない場面だ。旬は道を歩きながら、深呼吸を繰り返した。

　下条のギャラリーは祇園にある。

　祇園は繁華街の中心地だ。最寄りには京阪・阪急・市営地下鉄線それぞれの駅があり、観光客の出入りが多い。

　寺社や歌舞伎座、老舗の店々に百貨店、等間隔に並ぶカップルで有名な鴨川など、京都らしさを堪能できる界隈である。

　その繁華街の中心から北へ上った場所に、祇園白川と呼ばれる小川がある。地図アプリによると、白川のほとりに下条の画廊はあるようだ。

　春は、白川に枝を伸ばす桜が美しいと有名な場所だ。真夏の今も、川べりには色とりどりの花が咲いていた。

　ここにいると、都会の喧騒から離れてホッとする。繁華街のど真ん中にあるからこそ、静けさの際立つ場所だ。石畳の道に風情ある街並みとあって、浴衣姿で観光する女性グループやカップルたちも多い。一人で歩いていたせいか、ここへ辿り着くまでに二、三組の女性グループにシャッター係を頼まれた。

「……ここか」

　名刺に負けず劣らず、シンプルな看板だ。一枚板に、ほっそりとした真鍮切り文字で「ｇａｌｌｅｒｙ Ｓｈｉｍｏｊｏ」と書かれている。

　勢い込んでここまで来たものの、なんと画廊は閉まっていた。

　旬は一瞬その場に膝をつきそうになったけれど、一応、ガラス越しに建物の中を覗き込んでみる。

　次の展示の準備だろう、部屋の隅にはコンテナボックスが積まれていた。どうやら、近々行われる展示は絵画ではなく立体物であるらしい。

　陶器か、木工か、アクセサリーか……ここで何を見ることができるのだろうと想像すると、こんな時だが少しわくわくしてしまう。

「あれっ……」

　何気なくドアノブに掛けた手に、手応えを感じてはっとする。鍵がかかっていないのだ。出展者が搬入のために出入りしているのかもしれない。

「おじゃまします……」

　小声でおとないをたててそっと中に滑り込む。薄暗く、空調の効いた部屋の中は思いのほか冷えていて、汗が一気に引いていく。

　室内は外観から予想していたものより奥行きがあって、広々としていた。町屋風の外観にシンプルな内装で、どんな作品でも見栄えがしそうな場所である。

　まだ何も飾られてはいない壁には、ほの明るく壁を浮かび上がらせる間接照明だけが灯されていて、部屋の中はがらんとしていた。

　独特の緊張感がある空間だ。しんと冷えた空気と、微かに残る絵の具の匂いのせいだろうか。ここに展示されてきた多くの美術品たちが残していった気配のようなものを感じる。

　ふと視線を奥にやると、白いドアがある。ドアは細く開いていて、中からは光が漏れていた。そこに下条がいるに違いないと踏み、旬はゆっくりとそちらに歩み寄っていった。

「……ん？」

　確かな人の気配。話し声も聞こえてきた。電話でもしているのかと思い、しばらく様子を窺ってみようかと思った矢先、部屋の中からガタガタッ！　と大きな音が聞こえてくる。ハッとした旬は反射的に銀色のドアノブを掴み、素早くドアを開けた。すると。

「……えっ、な、何してんだよ、あんた！」

　そこはオフィスのような場所だった。壁際にはシンプルなデスクや電話、ファイルキャビネットなどが置かれている。

　だが、部屋の中心に置かれた応接セットのソファの上には、もつれ合っている人物が二人――。

「き、君は……」

　色褪せたジーパンに黒いＴシャツというラフな格好の若い男を、下条が組み伏せているのだ。不意打ちのことで事情が理解できない旬がただただ二人を見比べていると、下条は険しい表情で男から離れ、緩み掛けていたネクタイを直しつつ立ち上がった。

「ここで何をしているんだ！　勝手に入ってくるなんて無礼だろう！」

「勝手に入ったことは謝ります……けど、……何すかこれ。あんた、色葉の他にも遊んでる男がいんのかよ」

「……遊んでる男、だと？」

「だってこれ、どう見てもそういうことだろ」

　ちら、とソファにいる若い男のほうへ視線をやったあと、旬はじろりと下条を睨めつけた。

　怒りと呆れと悔しさがごちゃ混ぜになり、歪めた唇が笑みの形になる。その嘲笑めいた表情が気に入らなかったのか、下条の眉間にも深い溝が刻まれた。

「有名画廊のオーナーってのは、好みの若い芸術家を好き放題できんのか。いいご身分ですね」

「違う。これは……」

「何が違うんだよ。作品を置いてやる代わりにエロいことさせてもらってんだろ？　色葉にだけ手ぇ出してたわけじゃなかったんだな」

　誰にでも手を出すような男が色葉を汚していたのかと思うと、反吐が出そうなほどに悔しかった。本音を言うなら、一発二発殴りたいところだ。

　だが、手を出しては旬の負けだ。奥歯を噛み締めてぐっと激情をこらえ、下条の出方を窺った。

　すると、拳を震わせる旬を冷ややかに見据えていた下条が、ふんと興が醒めたように鼻を鳴らした。

「君が色葉の何なのかは知らないが、これは彼と僕の問題だ。君には関係ないだろう」

「それが、関係大ありなんだよ」

　ずいと一歩、下条に近づく。

　こうして間近で相対してみると下条は意外と小柄で、身長は旬よりも十センチほどは低そうだ。スマートなスーツの着こなしや余裕を見せつけるような態度のせいか、もっと長身だと思っていた。

　怜悧な瞳の奥に苛立ちを滾らせる下条を、あえて真上から睨みつける。

「これからは、俺があいつのことを支えていく。だからあんたはもう、色葉に近づくな」

「支えていく？　ふっ……ははっ、君に何ができるんだ？　雇われデザイナー風情の君に」

「雇われ……」

　下条は眉根を上げ、意地悪く微笑んだ。びきびきと旬のこめかみにも青筋が浮かぶが、ここでキレ散らかせば旬の負けだ。旬は愛想笑いを作った。

「うちは店舗リノベの専門なんですけど、襖絵や壁画を新しくしたいっていう料亭やレストランからのご依頼、けっこうたくさんいただくんですよ。店に合う絵を選んでくれ、とかね」

「へぇ、それで？」

「実際、うちを通して色葉にも依頼が上がってきてるんですよね。あなたのおかげで、色葉の絵も有名になってきたみたいなんで」

「そう、それは喜ばしいことだね。彼の絵は素晴らしい、これからもますます売れる日本画家だよ、間違いなく」

　下条は変わらぬ笑みを浮かべたまま、小首を傾げて旬を見上げた。

　そして突然柔和な表情をかき消し、すうっと冷えた眼差しを向けてくる。

「僕のもとにいれば、の話だが」

「……なんだと？」

「今後、色葉の絵は海外の展覧会にも出品していく予定だ。伝統に忠実な日本画は、海外での評価も高く需要も大きいからね。日本の芸術を継承してゆく立場として、彼にはこれからも活躍してもらうつもりでいる」

　スケールの大きな話が飛び出してきて、旬は一瞬うっと詰まった。旬が怯む様子を見て、下条はさらに畳み掛けてくる。

「僕の持つ人脈を使えば、彼はもっともっと大きな世界で活躍することができるだろう。色葉が日本画で身を立てたいと願っていることは、君ももちろん知っているよね？　僕は、誰よりも彼の力になれる」

「っ……」

「で？　君には何ができるって？」

　コネも人脈も持ち合わせていない旬を真上から見下すように、下条はうっすらと微笑みながらそう言った。

　ここまで余裕を見せつけられると、怒りや嫉妬を通り越して冷静になってくるらしい。ぐるぐると腹の中で渦巻いていた感情が、徐々に徐々に鳴りを潜めてゆく。

　旬は一つ息を吐いた。

「……確かに俺じゃ、そういう派手なことはできねーな」

「へぇ、ずいぶん諦めがいいじゃないか」

「けど」

　一度目を閉じたあと、旬は静かな眼差しで下条を見た。

「あいつは今、あんたとの望まない関係のせいで悩んで、自分を卑下してる」

「卑下……？」

「俺は、あいつにあんな顔させたくないんだ」

　ぴく、と下条の眉が動く。

　旬は不思議と静かな気持ちのまま、さらにこう続けた。

「だからあんたにはもう、あいつに近づいて欲しくない。それに、色葉はうちの案件で打ち合わせに入るんだ。あんたに構ってる暇なんてないから、邪魔すんなよ」

　釘を刺すように、語気と目力を強めてそう言い放つ。だが下条の表情は微動だにしない。ただ、醒めたような目つきで旬を見上げ、腕組みをしているだけである。

　何を考えているのか全く読めない、平坦な表情だった。

　こちらを物珍しげに見上げているソファの男に一瞥をくれたあと、旬はふいと踵を返してギャラリーを出た。

　通りに出た途端、夏の湿気と蝉の声が戻ってくる。思い出したかのように旬の全身を包み込む夏の匂いに、旬はようやく、はぁ～～……と深く息を吐いた。

　そして、背筋を伸ばして空を見上げる。

（「ＨＯＭＡＲＥ」の案件、マジで気合い入れねーとな……）

　今回は、色葉と初めて共にする現場だ。旬がいい仕事をすれば、「ＨＯＭＡＲＥ」にはたくさんの客が入る。そうすれば色葉の絵はたくさんの人々の目に留まり、また次の仕事につながるかもしれない。

　下条と対面して、旬の負けん気がより一層激しく燃え上がっている。

「……っし、やるぞ。やってやる」

　深く深く気合いを漲らせながら、旬は祇園の町を歩き出す。

　夏の厳しい暑さなど、今はまったく感じなかった。










【４】











　長く厳しい夏も盛りを過ぎ、朝晩は心地のいい風が吹くようになった頃。ついに、「ＨＯＭＡＲＥ」がオープンした。

　「ＨＯＭＡＲＥ」は二階建て一軒家の一階が店舗、二階が職人たちの作業場になっている。

　誉氏が望んだ店のイメージカラーは紫だ。

　壁は藤鼠色ふじねずいろの漆喰を使用し、全体的に落ち着きのある空間となった。藤鼠色は青みがかった紫で、深みのある伝統色。古来よりたびたび流行色となってきた美しい色である。

　古くから店を支えてきた梁と柱は、そのまま活かすことにした。

　歴史を感じさせる濃褐色の古い梁はどっしりとして力強く、新店舗の表情を頼もしく見せてくれている。新しい柱を入れて耐震強度を上げているが、残せる建具はそのまま利用した。そうすることで、和モダンを意識したシンプルな内装に、深みのある重厚感が生まれている。

　ジュエリーを美しく見せる照明にもこだわった。ジュエリーがより輝いて見える照度バランスを計算し、ショーケースにＬＥＤライトを配置する。また、素材の色に合わせて照明の色を調整することで、ジュエリーの持つ素材感をより際立たせることができるのだ。

　完成した新店舗に、「ＨＯＭＡＲＥ」の職人たちが生み出した宝石たちはよく映えた。

　落ち着いた雰囲気の中で、じっくりと好みのジュエリーを選ぶことのできる空間となり、引き渡しの日、旬は誉氏と固い握手を交わしたのである。
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「あ、常盤さん！　いらっしゃいませ！」

　店の奥で接客を終えた店主・誉晃一郎氏が、訪れた旬を見つけて顔を輝かせた。足音もなく歩み寄ってきた誉氏は、ぎゅっと旬の手を握りしめる。

　「ＨＯＭＡＲＥ」のオープンから一週間が過ぎた。

　営業が始まったあとに不具合が出ていないかどうかをチェックしにやって来たのである。夕暮れを過ぎた時刻ではあるが、店内にはほどよくひと気があった。

「誉さん、こんばんは。お客さん、いっぱい入っていますね」

「ええもうおかげさまで！　先代もね、あの薄暗くて古ぼけた店がこんっなおしゃれな店になるなんて思ってもみなかったみたいで、目ん玉転げ落ちそうになってましたよ」

「本当ですか？」

「ええ！　職人の皆さんもやる気出しちゃってて、ますますお客さんが増えそうです」

「ははっ、嬉しいです。あ、誉さんの作ったサイト見ました。すっごく綺麗でしたね」

　誉氏はプログラマーとして働いていた時期があり、てきぱきとショップのサイトを作り上げていた。加えて、さまざまなＳＮＳアカウントを同時に運営し、自ら観光地を歩いては手ずからショップカードを配るなど、精力的に宣伝活動を行っていたのである。

　その甲斐もあり、オープン初日からたくさんのお客さんがやって来た。主にウェブを媒介にして宣伝を打っていたため若者が多いかと思ったが、年齢層はさまざまだった。さらには、観光ついでに覗きに来たという外国人客も多かったという。

　「ＨＯＭＡＲＥ」のジュエリーは繊細で、どのデザインにも和風な名前がつけられている。

　外国人客らにはそういう日本らしいコンセプトが新鮮であったらしく、「来日の記念に」と買い求めていく客が何組もいたらしい。満面の笑みでそれらを語る誉氏の表情は明るく、充実している。クライエントの笑顔が見られて、旬も嬉しかった。

「何よりね、橘先生の絵がインパクト大で本当に良いですよ。常盤さんがアドバイスしてくれたでしょ？　サイトにもチラシにも先生の絵を入れさせてもらったんだけど、それを見たくて来たっていう人も結構いてね」

「ああ……」

　色葉の絵が飾られている北側の壁に、旬は目を向けた。

　１００号サイズ（１６０×１１０センチ）の大画面に、高く大きく広がる紺青の星空と、春の夜風をめいっぱいに吸い込んで花開く、満開の藤の花。

　紺青こんじょうを使った夜空には箔を使い、満天の星がきらめくさまを表現している。星々のもと、薄紫色の花弁を一斉に開く様は、とても幻想的で美しい。

　今回色葉が描いたものは、藤棚で行儀良く咲いているものではなく、山などで自生している野生の藤だ。

　清楚で小ぶりな花弁が端正に並ぶ様子から、藤には優雅かつ高貴なイメージがある。そのいっぽう、野山などで自生する藤は生命力にあふれ、力強く逞しい印象を抱かせる。また長寿で繁殖力も強いことから、めでたい植物として古くからこの国で愛されて来た。

　藤の花の謂いわれは外国人観光客らの関心をいたく引いているらしく、「藤花とうか」という名を冠したジュエリーは特に人気であるらしい。そのうち、「ＨＯＭＡＲＥ」の看板デザインとなるかもしれない。

　旬はふと、十八歳の色葉が描いた金魚の絵を想った。

　その時は金魚を包んでいたのは、黒に近い色をした、暗い夜空だ。だが今回色葉が描いた夜空は、透明感のある紺青色。瞬く星々の光が地を照らす明るい夜が描かれている。

　色葉の描く花々は皆、淡く発光しているように見えるのが特徴的だ。夜空の下に咲く藤の花も、星の光を受けて光り輝いているように見える。

　百以上はゆうにある花々の花弁の一枚一枚が丁寧に描かれていて、遠くから眺めても美しく、接近すればその細緻さに驚かされる。

「ほんまにきれいや……。懐かしいです」

　隣で絵を眺める旬に言っているのか、それとも、そこにはいない誰かに向けた言葉か。

　藤の花は、誉氏の今は亡き母親が一番好きだった花である。

　誉氏が幼い頃に住んでいた土地には立派な藤が咲いていて、家族でよく見物に行っていたのだという。これは、両親と手を繋ぎ、家族で眺めた懐かしい風景なのだ。それを、色葉は見事に再現してみせた。

「はい。きれいですね、本当に」

　旬が静かに相槌を打つと、誉氏は口元に穏やかな笑みを浮かべた。そして小さく鼻を啜っている。

「常盤さん、本当にありがとう。あ、ご結婚のご予定なんかがありましたら、ぜひ教えてくださいね。特別な一品をお作りしてみせますから」

　そう言って、誉氏はまたガッシと旬の手を握りしめる。海外生活が長いせいだろうか、何度目の握手だろう。

「ははっ、はい。ありがとうございます。その時はぜひ」

「橘先生にもよろしくお伝えください。僕、あんな綺麗な男性初めて見ましたよ」

　と、誉氏はうっとりしながらそう言った。打ち合わせと絵の納品の際、色葉も誉氏と対面しているのだ。

　人付き合いが苦手というから、色葉は誉氏の前で、もっともじもじするのだろうと予想していた。だが当日の色葉は実に社会人らしい振る舞いで、予算などの話し合いまできっちりとやっていて意外だった。

「なんだ、ちゃんとできるじゃん」と、安堵しつつ感心しつつも、人前で困っている色葉をちょっと見てみたかったような気もして……複雑な気分だった。

「ああ……へへ、きれいですよね、彼は。えへへ」

「？　なんで常盤さんが照れてるんです？」

「あっ……!?　あ、いや、古い友人なもので。ちょっと嬉しくなってしまいまして」

「へぇ、そうでしたか！　あ、そうそう、僕の友人があの絵を見て、ぜひ橘先生に描いて欲しいものがあると言っていて」

「えっ!?　マジっすか！　了解です、色葉……橘に伝えますよ！」

　嬉しい連鎖だ。さっそく、こうしてまた繋がりが生まれた。

　下条のような男に縋らなくとも、色葉の絵は評価される。評価されて然るべきなのだ。それを実感することができて、旬はとても嬉しかった。

　このニュースを、すぐさま色葉に伝えたい――今日はこのまま直帰することになっているため、色葉のアトリエへと向かうことにした。
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　ちょうど夕暮れ時でもあったため、旬は酒や簡単な食事を手土産に、色葉のアトリエへと向かうことにした。

　先ほど送ったメールにはまだ返信はないが、おそらくいつものように絵に没頭しているのだろう。

　合鍵をもらっているため、呼び鈴を鳴らして色葉の邪魔をすることもない。色葉の作業が終わるのをそばで待っていればいい。早く色葉に会いたかった。

「ＨＯＭＡＲＥ」の案件にかかりきりだったこの二ヶ月、色葉とのんびりふたりきりで会う時間はほとんど取ることができていない。なので今日こそ、色葉との距離を詰めていきたいところである。こうして無事に仕事が終わった解放感もあって、そわそわと落ち着かない気分だった。

　ちなみに、色葉はようやくスマートフォンデビューを果たした。

　一応、ミンスタとツイッピーといった主力ＳＮＳのアカウントは作成したため、旬はまず誉氏の許可を得て、藤の絵の制作過程をアップすることにした。

　あまり知られていないことかもしれないが、日本画が完成するまでには、実に数多くの手順が存在する。それをひとつひとつ映像とともに解説することで、色葉の日本画に関心を持ってくれる人が現れるかもしれない――そう思って始めたことである。

　一手順ずつ写真を撮影し、時に動画を撮影してアップしてゆくうち、みるみるフォロワー数が増えていった。一番伸びがあったのは、骨書き（墨汁で下絵を描くこと）の動画を上げたときだった。

　色葉が迷いなく描いてゆく線の美しさと細緻さは人目を惹き、海外の人々からもたくさんのリプライが飛んできた。さらには、動画に映る色葉の「手が綺麗」「絶対イケメン」などと、予想外のところで反応もあった。

　そして色を乗せてゆく段階になると、フォロワー数はさらに膨れ上がった。そして絵が完成する頃になると、画像中心のＳＮＳであるミンスタではフォロワー数十万人、テキスト中心ＳＮＳのツイッピーのほうでは五万人という数になっていた。

　始めは軽く怯えていた色葉も、だんだん訳がわからなくなってきたのか、それとも感覚が麻痺したのか、単に慣れてきたのか……今は撮ってアップするという作業を、テキパキとこなしている。

　世界中の人々に絵を見てもらえているという実感は、色葉にとってはポジティブなモチベーションとなっているようだ。表情にも張りが出て、絵筆を握る手には勢いを感じるようになった。

　他の作家の絵を見る機会も増え、時折スマホを食い入るように見つめては「上手いな……この人めっちゃ上手いやん……実物見たいな……」とブツブツ呟いていたり。ＳＮＳを通じて学生時代の仲間と再び連絡を取り合うようになったりと、再会した頃はそこはかとなく寂しげだった色葉の表情も、ここのところぐっと明るくなってきた。

　以前よりも笑う回数が増えた色葉を想うたび、旬の顔もにやけてくる。早く色葉と話がしたい。一緒に祝いの酒を飲んで、食事をして、そのあとは……。

「……ふう……落ち着け俺。平常心だ……」

　と、深呼吸しては見るものの、そろそろ我慢の限界だ。

　色葉に触れたいという欲求は、抑えようがないほどに膨れ上がっている。……手土産とともに、セックスに必要なゴムやローションなどまで購入したことを、色葉に言うべきか隠すべきかと悩むところだ。

　そうこうしているうち、車は色葉のアトリエの下に差し掛かる。この辺りは街灯もない山道であるため、日が暮れてしまうと真っ暗だ。

　しかも、山の日暮れは早い。ヘッドライトだけを頼りに細い坂道を登ってゆくと、色葉のアトリエ兼自宅の明かりが見えてきた。

　暗闇の中に現れた灯火にほっとした矢先……旬は愕然とした。庭先に見覚えのある高級車が停まっていることに気付いたのだ。旬は思わず身を乗り出す。

「下条の車……!?」

　適当な場所で車を降り、旬はアトリエ目掛けて駆け出した。

　あの後全く音沙汰がないようだったが、あの男、性懲りも無く色葉にちょっかいを出していたのだろうか。色葉はそれを旬に言い出せなかっただけなのか――!?

「色葉！」

　ガラッ!!　と勢いよく戸を開けて家の中へ。寝室のあるほうへまっすぐに伸びる廊下の奥は真っ暗だ。

　玄関を上がって左に折れた先にあるアトリエから光が漏れていて、話し声が聞こえてくる。旬はつかつかとそちらに歩を進め、細く開いた障子に手をかけたが……。

「どうしても、僕じゃだめなのか」

　ぴた、と旬は手を止めた。静かな、下条の声だった。

「あの男に捨てられたから、また僕に連絡をくれたのかと思っていたのに……」

「……すみません」

「常盤くん……だったか。彼はノンケなんだろう？　気まぐれに、君に手を出しているだけなんじゃないのか？」

　低く、感情を抑えたような声音だが、語りかける口調は穏やかだった。

　色葉を諭しているようにも聞こえるが、その声にはどことなく諦観を孕んでいるようにも聞こえる。旬は、障子に掛けた手を、そっと体側に戻した。

　色葉はどう言葉を返すのだろうか。にわかに緊張感が増してゆく。

「……いいんです。旬の気まぐれでも、僕は構いません」

　迷いもない口調で、色葉そう言い切った。

　旬は愕然とする。

（気まぐれ……!?　俺、そんなつもり全くないのに……！）

「ＨＯＭＡＲＥ」の仕事で互いに忙しかったせいもあり、色葉には指一本触れていない。今はそういう時期ではないだろうと思っていたからだ。

　色葉にとっても、旬にとっても大事な時期だった。だからこそ我慢していた。だが、それで逆に色葉を不安にさせていたのだろうか。サー……と血の気が引いていく音がする。

「そうだ。ノンケの男は信用できない。どうせそのうち僕らを捨てて、何食わぬ顔でまっとうな道に戻っていくんだぞ？」

「……いいんです。何年後かに我に返って僕から離れていったとしても……僕は、それでいいです」

「色葉……」

　呆れを含んだようなため息を聞くだけで、あの男がどんな顔をしているのか何となく分かる。聞き分けのない子ども相手に、うんざりしているような表情を浮かべているのだろう。

　下条と色葉は、同じ性的指向を持つ者同士。特別な親近感のようなものもあるだろう。

　再会の日、荒んだ瞳で「僕はゲイや」とカミングアウトした色葉には、異性愛者として生きてきた旬を敵視するような棘があった。

　昨今理解が進んできているとはいえ、同性愛者に対する偏見や、からいかいを含む眼差しは消えてはいない。色葉や下条はその性的指向によって、旬には理解しがたいほどの苦労をしてきたのかもしれない。

　その証拠に、年長者である下条の言葉には、そこはかとなく重い恨みのようなものさえ聞き取れる。あの男には、無神経な多数派によって傷つけられた経験があるのかもしれない。だからこそ、色葉の前で旬を貶めるのだろう。

　確かに、旬は生粋のゲイというわけではない。女性と交際してきたし、セックスの経験もある。

　だが今、色葉を大切に想う気持ちや、もっと触れたいという本能的な欲望は、旬にとっての現実だ。

　学生時代からずっと、色葉に対して抱き続けてきた親しみの感情は今も変わらない。むしろ、色葉の想いを知ってからは強まっていく一方なのだ。

　そしてその感情は、もはや清いだけのものではなくなっているというのに……。

　固唾を呑んで、旬は色葉の言葉を待つ。

「……何年かぶりに再会できて、しかも向こうも、僕を好きやと言ってくれました。それだけでも、僕にとっては夢みたいな出来事なんです」

「くだらない。口だけなら何とでも言えるさ」

　せせら笑いとともに吐き出された下条の台詞。

　だが、色葉はあいも変わらず凪いだ口調でこう返した。

「でも僕は、旬を信じてます」

「……色葉」

「彼は僕の、光みたいな存在なんです」

（光……）

　旬の脳裏に、あの赤い金魚の絵がふと閃く。

　寂しげに、一匹だけで闇の中を泳ぐ金魚。あの頃の色葉は、たった一人の家族である父親を失っていた。あの闇色は色葉の心そのものだった。

　だが、あの絵に不思議とあたたかみを感じることができるのは、天から差し込む淡い光があったからだ。

　色葉はあの光に、旬の存在を重ねていた――。

　静かだが揺るぎのない言葉に、どくん、どくん……と、旬の胸は大きく震える。色葉の真っ直ぐな気持ちに、愛おしさが募ってゆく。

　だが、下条の声は冷え冷えとしてゆく一方だ。

「純粋な君の気持ちは美しいよ。でも色葉が傷つくだけだ。僕は君を裏切らないし、これまでのように君を支えていく」

「下条さん……」

「君が好きなんだ。仕事と引き換えに手を出したことは謝る。けど、そうでもしないと、君に近づけないと思ったから……！」

「すみません……っ」

　じわじわと熱を帯び始めた下条の高ぶりを断ち切るように、色葉の声が強くなる。

　はたと、下条が黙った。

「これまで、いろんなことを教えてくださったこと、感謝しています」

「……この僕から離れて、これまでのように絵が売れるとでも？」

「分かりません。……でも、これからはもっと、自分の力で何でもやっていかなあかんて思ってます」

「ふ……。一人じゃ何もできないくせに、自分の力、とはね。いつから君は、そんな生意気な口をきけるようになったんだろうな」

「っ……」

　嘲笑を含んだ下条の声に、色葉が怯えたように息を呑む。少しずつ空気が剣呑なものになってゆくのを感じた旬は、無言のまま、さっと障子を滑らせた。

　色葉に向かって伸ばしかけられていた下条の腕が、ぴたりと止まる。色葉はすぐに旬に気づき、「あっ」と小さく声を上げた。

　すると、下条がゆっくり、ゆっくりとこちらを振り返った。

　その表情は一見冷静だが、瞳には意外なほどに悲壮な色が揺らめいている。「好きだ」と口にしていたあの台詞に、真実味を感じずにはいられないほどに。

　とはいえ、だからといって引き下がれるわけもない。旬は部屋の中央に進み、色葉の前に立ちはだかった。

「どうしてあんたがここにいる」

　自分でも驚くほどに低く凄むような声が出て、背後にいる色葉が「ちょい、旬……」と嗜めるようにシャツを掴んだ。

「ちゃうねん、旬。今日は僕が、下条さんを呼んだんや」

「……えっ。な、なんで!?」

「これまでにもらったもの、きちんと返そ思て……」

　見れば、床の上には畳紙たとうがみに包まれた着物や、何冊かの分厚い本、そしてなかなかの膨らみをもった茶封筒が置かれている。……金だ。

　下条は小さなため息をつき、ゆるゆると首を振った。

「そんなものはいらない。まったく……君さえ現れなければ、全てがうまくいっていたはずなのに」

「うまくいっていた？　あんたは立場を利用して、色葉にエロいことしたかっただけだろーが。やり方がゲスいんだよ」

「……なんだと？」

「それにあんた、色葉以外にも手ぇ出してる男がいるだろ」

　いつぞや目撃したアトリエでの光景を想起しながらそう口にすると、下条の頬がぴくりと震えた。

　はぁ、と苛立ちのこもったため息をつき、「違う……と言っても、当然信じないだろうけど」と前置いて、下条は少し乱れた前髪をかき上げた。

「あれは、うちで作品を扱って欲しいがために僕に言い寄ってくる奴らの一人だ。迫られたから突っぱねていただけで、あの男には何の興味もない」

「ああ、信じられないね」

　旬がきっぱりとそう言うと、下条は眉根を下げて苦い笑みを浮かべた。その視線は旬を通り越して、色葉を見つめている。その視線を遮るべく一歩下条に近づくと、きつい視線でジロリと睨めつけられた。

「どうせ君も、一時の感情で盛り上がるだけ盛り上がっておいて、飽きたら色葉を捨てるんだろう？」

「捨てるとか飽きるとか、あんたに何があったのか知らねーけど。俺は、本気だ」

「本気、ね。……ふふ、若いなぁ」

　静かに反論する旬に向かって、下条はくく……と喉の奥で笑った。一度伏せた目をゆっくりと開き、細い唇を歪めて笑ったような顔をする。

　だがその瞳は、ひどく哀しげだった。

「まるで恋愛ごっこだ。かわいいね。君のような男に、僕らの苦悩や葛藤が分かるのかな？」

「……恋愛ごっこだと？」

「まぁ、いい人生経験になるだろう。君には戻れる道もあるんだ、お気楽に遊べばいい」

「遊っ……だから、俺は本気だって言ってんだろーが！」

　いきり立つ旬を一瞥し、下条は色葉をひたと見つめた。

「君も、もう少し人を見る目のある男だと思っていたよ。がっかりだ」

「おい、あんた……！」

　色葉にまで捨て台詞を投げつけてゆく下条にカッとなり、旬はずいと前へ出ようとした。だが、下条はそのままくるりと踵を返し、ふたりに背を向けてしまう。

「どのくらいそうやって甘ったるいことを言っていられるか、見ものだね」

　横顔に笑みを残して、下条はアトリエを出て行った。

　しばしの沈黙の後、色葉は「はぁ…………」と長い息を吐いてその場にへたりと座り込む。旬は慌ててその肩を支えた。

「めっちゃ緊張した……。何も返せへんかったし……」

「返すって……これ、着物？」

「うん……画廊に立つ時に着ろって言われててん。和装でおったらお客さんとの話のネタにもなるし、華があってええからて」

「ああ……仕事着ってこと？」

「うん、そうやで」

「マジかよ。着物着せてエロいことしたいっていう、あいつの趣味かと思ってた」

「まぁ……そういうこともあったけど」

「くそっ……涼しい顔してドスケベ野郎だな、あの野郎」

　いつぞや、乱れた着物姿で気怠げにしていた色葉の姿を思い出し、むかむかと腹が立ってくる。

「学生時代に俺がもっと素直になってりゃ、色葉はあんな奴とヤらなくて済んだのに……くそっ」

「やるって……あっ、あの、旬」

　悔恨の呟きを洩らす旬の腕を、色葉が突然がしっと掴んできた。

　何ごとかと驚いていると、色葉はいつになく強い口調で、こう言った。

「僕、あの人とは最後までしてへん」

「いいって。そういうことはもう………………え？」

（……え？　色葉、今なんて……？）

　色葉の台詞の意味を噛み砕くこと数秒。バッ!!　と旬は色葉に向き直り、肩を掴んだ。

「は!?　だ、だって色葉、あいつに絵売ってもらう代わりに、抱かせてやってたんじゃねーの!?」

　旬の想像はこうだった。

　絵が売れるたび、下条がゲスな笑顔で「ふふ、誰のおかげで高く売れたのか言ってごらん？」と迫り、綺麗な和服を着せた色葉を押し倒し、粘着質なセックスを強要している、と――……。

「いや……指とかだけで、もうほんま無理で……。それに向こうも、無理矢理挿れたいって感じちゃうかったし」

「え!?　そ、そうなのか!?」

「く、口で……とか。その……他のことは……色々させられたり、されたりってのはあったけど……」

　言いにくそうに口籠もりながら、色葉が俯く。

　どんなことをどの程度させられたりされたりしていたのか気になるところだが、そこをあえて突っ込むほど野暮ではない。……気にはなるけれど、旬の妄想が現実ではなかったことには、やはり少し安堵する。

（まぁ……セクハラされてた件に関しては全然良くはねーけど……！　けど、そっか……そっか）

　ホッとしていいのか良くないのか……複雑な心境の旬に、色葉はぽつりとこんなことを言う。

「……下条さんな、画廊での立ち居振る舞い方とか、どうしたら売れる絵になんのかとか……色々教えてくれてはって、なんやかんや世話にもなってんな」

「えぇ？　うそだろ、そんなタイプか？」

「旬にはかなりツンケンしてはったけど、絵しかなかった僕に、社会のあれこれ教えてくれはったからさ。色々あったけど……一応、恩も感じてんねん」

「ふうん……。だから色葉、あいつと切れることに尻込みしてたのか？」

「いやそれは……こっちから関係切るて言うたら、これまで買ってもうた絵の具や着物の代金、全部返せって言われるんちゃうかなと思って、ビビっててん。受け取ってくれへんかったけど」

　色葉は床の上に置かれた着物や封筒に目を落とし、「そもそもこんなんじゃ全然足りひんし……」と呟く。

　とはいえ、色葉も下条との関係に区切りがついたと感じているらしく、ようやく力ない笑みを見せてくれた。

　だが旬はまだ、心穏やかではいられない。色葉は、旬の好意を「気まぐれ」だと感じているのだから……。

「色葉」

「……ど、どしたん？　怖い顔して」

　改めて、強く肩を掴む旬に向かって、色葉が目を丸くする。

「俺、本気だよ、お前とのこと。気まぐれなんかじゃない」

「あ……あ、いや。そんな思い詰めんでもええて」

　旬が下条とのやりとりを聞いていたのだと気づいたようすで、色葉が気まずげに目を泳がせた。そして、お茶を濁すような曖昧な笑みを浮かべつつ、たどたどしくこう言った。

「ほら、旬はモテるしさ。女の子のほうがやっぱええてなったら、そっちに戻ったらええわけやし……」

「バカ言うなよ！　俺っ……そんな軽い気持ちでお前に告ったわけじゃねーよ！」

「……だって自分、いっつもキラキラした可愛い女の子連れとったやん！　僕なんて薄暗いし、男やし……！」

「あのなぁ、俺だって不安だよ！」

　伝わらないもどかしさに、思わず口調が強くなる。旬が強く色葉の手を握ると、明後日の方向へ泳いでいた色葉の視線がしっかりと旬に結んだ。

「お前にだってさ、他に好きな男ができるかもしれねーだろ！　俺なんかよりもっと大人で、包容力のあるおっさんとかが現れたりしたらって思うと不安だよ。俺なんて、まだ余裕もなんもないガキで……」

「そ、そんなんありへんわ！　こちとら旬が初恋やねんぞ!!」

　気づけば、軽い言い合いのような格好になっている――が、自分で言い放った言葉に、色葉がぶわっと顔を赤くしている。

　遅れて、旬の顔もかぁぁと熱くなる。

　今、色葉は「初恋」と言わなかっただろうか……？

「初恋……って、俺が……？」

「くっ…………」

「大学で知り合ったよな、俺ら。それまでお前、誰のことも……？」

「あっ……あぁそぉや!!　それがどないしてん!!」

　開き直ったらしい。色葉は頬を紅潮させた怒り顔で、キッパリとそう言った。

　涙目で怒っている色葉が可愛くてたまらない。旬は込み上げるときめきを押し留めるように口を手で覆った。

「……マジで……？　うわ……なにそれ、可愛すぎんだけど」

「ば、馬鹿にしてるやろ！　ああ……もう、何言うてもうてんねん……」

「馬鹿になんてしてねーって！　はぁ……かわいい。好き。嬉しい」

　たまらず、色葉を抱き寄せた。色葉はそれを拒みはしないが、腕の中で「ううう……」と羞恥に呻いている。あまりの愛おしさに旬が笑うと、「笑うなアホ！」とくぐもった声が聞こえてきた。

　しばらく無言で抱きしめていると、色葉の身体からようやく力が抜けてゆく。旬は閉じていた目を開き、腕の中にいる色葉をそっと見つめた。間近で目が合えば、どきどきと鼓動が暴れ出す。

　だが色葉はするりと身をくねらせて旬の腕から逃れ、そのまま背を向けてしまった。

「そっ……そんなジロジロ見んなや。恥ずかしいやろ……!!」

「そんなこと言うなって。なぁ、こっち向けよ」

「む、無理や。もたへん、心臓……」

　頑なに背を向けたまま、首筋まで赤くしている色葉である。だが、その背中には拒絶の意図を感じ取ることはできないし、むしろ抱きしめて欲しそうに見える。

　自分がそう都合よく解釈しているだけだろうかと思いつつも、旬はそっと色葉の背中に近づいて、ほっそりとしたうなじにキスをした。

「ひっ」

　びくん！　と震え上がっている色葉の反応は初々しさにあふれている。旬はふっと笑って、首筋にもう一度唇を寄せた。

「っ……旬……」

「俺にこういうことされんの……いや？」

「いっ……い、いやなわけないやろ。けどっ……」

「けど？」

　ちゅ、ちゅっと軽くリップ音をさせながら首筋の柔肌を食み、微かに震える色葉の背中に身を寄せた。

　横顔でこちらを見上げる色葉の眼差しはしっとりと涙に濡れ、途方もなく色っぽい。

「いざ現実になるんやと思うと……どうしてええか分からへん」

「現実？」

「あっ。いや……その」

　色葉ははっとしたように口をつぐむ。その気まずげな反応に、旬はピンときてしまった。

　背後から色葉の耳元に唇を寄せ、囁き声でこう尋ねた。

「俺とするとこ、想像したりした？」

「うっ……」

　ぴく、と微かに肩が跳ねる。この反応は図星だなと旬は悟り、安堵する。自分ばかりが欲望を募らせていたわけではないと分かって、嬉しかった。

　旬は微笑み、色葉の耳に軽いキスをする。

「俺、したいよ。色葉を抱きたい」

「へっ……」

　その言葉に、色葉がようやく顔を上げてこっちを見た。心許なげな色葉を安心させるよう明るく笑いかけ、潤んだ黒い瞳を覗き込む。

　漆黒は澄んできらめき、とてもきれいだ。すっと通った鼻筋はいかにも涼しげだが、柔らかそうな下唇は妙に色っぽい。弾力を確かめてみたくなり、旬は軽くそこを啄んだ。

　柔らかい、素直な唇だ。

「ん……」

「好きだよ、色葉」

　熱を込めて想いを告げると、色葉の呼吸がにわかに乱れた。

　背を向けていた身体を翻し、旬に向き直った色葉の腕が、ぎゅっと首に絡みつく。

「……旬。旬……っ」

　色葉の抱擁を受け入れながら、旬もそっと腕を持ち上げてその背を抱いた。しなやかな背はＴシャツ越しでも分かるくらいに熱く、色葉の体温をリアルに感じる。

　甘えるように、黒髪に頬擦りをした。
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　色葉を初めて抱くときは、場所を選んで、ふたりの初めてに相応しい場所で……と思っていた。

　だが、一度キスを交わしてしまったが最後。一気に燃え上がってしまった熱はとどまらず、その先へ先へと求めてしまう。あちこちに絵の具の散った畳の上、たくさんの美しい日本画が生み出されてきたアトリエで、旬は色葉の肌を暴いている。

　旬に触れられると、色葉はすぐに赤面する。

　色白なせいもあるだろうが、好意をともなっての触れ合いに不慣れなせいもあるのだろう。そういう分かりやすいところも無性に可愛いし、もっといろんな表情が見たくなる。

　旬は色葉をぐいと引き寄せて、膝の上に抱え上げた。

　熱を帯びた色葉の唇を舌で撫で、甘やかな音を立てながら軽く啄む。下唇だけを軽く食んだり、角度を変えて軽く触れ合わせながらシャツの中へと右手を忍び込ませると、つるりと滑らかな背中に指先が触れた。初めてじかに触れる色葉の肌のあたたかさに、旬の感覚も鋭敏さを増すようだ。

「……色葉とキスすんの、すげぇ気持ちいい」

「っ……ん」

　キスを交わしながら思わせぶりに淡く触れ、つう……と背骨から腰にかけて撫でてゆくと、色葉は「はぁ……っ」と腰をしならせ、堪えきれない声を漏らした。

　抱きしめていると分かる。色葉の身体が、燻る熱を持て余しているということが。そして色葉も気づいたらしい。旬の身体の中心で、硬く硬く張り詰めた欲望の存在に。

「……あ」

　その存在をより知らしめるように、腰を揺らして擦り寄せる。色葉の双丘に触れるたび、刺激を求めていた旬の屹立はさらに猛った。

「ぁ……すごい……」

「もっとしてよ、色葉。……口、開けて」

　旬の求めに応えて、色葉は素直に唇を薄く開いた。

　間近で感じる色葉の吐息は、さっきよりもずっと熱い。艶然としたため息に誘われ舌を伸ばして、色葉の歯列を割ってゆく。すんなりと受け入れられた色葉の口内は、たっぷりと濡れていた。

　そのとろけた感触だけで、旬の興奮は一気に高まる。だが、がっつかないようにと自分を宥めながら、熱く熟うれた粘膜へと舌を這わせた。

　そして、縮こまったままの色葉の舌を誘い出し、絡め合う。

（……すげぇ、気持ちいい。……あぁ……もう、これだけじゃ全然足りねーよ……）

　こすれ合い、もつれ合う舌と舌の感触の淫らさに、ずくん、ずくんと旬の身体は昂りはじめる。旬は色葉の後頭部を手のひらで引き寄せ、深くその口内を味わった。

　ふと色葉の表情が知りたくなり、旬はそっと唇を離した。透明な糸が、互いの唇同士を結んでいる。

　色葉は頬を紅潮させ、とろんと蕩けるような眼差しで旬を見つめた。キスだけでこんな顔を見せてくれる色葉の可愛らしさと、触れ合うごとに高まってゆく妖艶さに劣情を煽られ、旬の口元には笑みが浮かんだ。

「……大学の頃から、俺とこういうことしたかった？」

「そっ……そういうこと、聞くなって……っ」

　膝の上に跨がった色葉の腰を抱き寄せ、軽くキスする。なにやら怒りたそうにしている色葉だったが、キスをすると途端に表情が甘くなり、眼差しが見る間に蕩けてゆく。

「教えてよ、色葉」

「んっ……ん……」

　がっつかないように、丁寧にと思っていたはずが、手つきがどんどん性急なものになってゆく。キスをしながら色葉のシャツの中へと手を這わせてゆくうち、ツンと硬く尖ったものに指先が触れた。

「ぁっ……！」

　その瞬間、色葉はびくん！　と腰を震わせた。色葉の良いところを見つけた手応えに、さらに欲が暴れ出す。

　舌と舌を絡ませながら指先でそこを押し捏こねると、色葉は「んんっ……ンっ……！」と甘い吐息を漏らした。しかも色葉が、ゆるゆるともどかしげに腰を揺らしていることに気づいてしまい……。

（……もう挿れたい。めちゃくちゃに抱きたい、早く……！）

　セックスは初めてではないのに。こんなにも本能を制御できないのは初めてだった。

「あっ……、ァ、しゅんっ……」

「ここ、イイんだ。……すげぇ腰動いてる」

「っ……ンっ……ぁ、あっ……！」

「キスしよ、色葉。口、開けて」

　旬を迎えるために素直に開かれた唇に、食らいつく。上顎や頬の裏を舌で辿れば、色葉の胸が大きく跳ねた。堪えきれず溢れる色葉の声は艶っぽく濡れて、旬の高ぶりを激しく煽った。

　ふと持ち上がった色葉の腕が、縋るように旬の首を抱く。濃密なキスの隙間で、色葉は掠れた声でこう言った。

「……してみたかった。ずっと前から……」

「……ほんと？」

「うん。こんなふうに……さわってほしかった」

「っ……」

　泣き笑いのような表情を浮かべる色葉が、心の底から愛おしい。ひたむきなその眼差しに、学生時代から積り積もった色葉の慕情が伝わってくる。

　旬は色葉を畳敷きの床に横たえ、その感情の全てを受け止めるように、微笑んだ。

「なぁ……どうして欲しい？」

「へ……？」

「言って、して欲しいこと。……何でもするから」

「ぁ、あっ……」

「教えて、色葉」

　声を低くして耳元で囁きながら、する……と手をおろしてゆき、ごわごわした感触のズボンごしに尻たぶを揉みしだく。

　昔から色葉は、細身な身体にだぼっとした服を着ることが多かった。普通なら、そこに色気など感じるはずもないのだろうが、作業着に包まれた色葉の肉体を想像するたび、旬はいつもドキドキしていた。絵の具の散ったラフな作業着の中に、どれほど美しい身体を忍ばせているのか……と。

　それを今、旬の手で暴いてゆく。

　紺色のカーゴパンツをするりと脱がせ、太ももに淡く手を這わせる。じかに触れた色葉の肌は、吸い付くように柔らかい。

　ほっそりとしなやかな白い脚、細い腰にフィットした黒のボクサーパンツの中心が、すでに硬く張り詰めているさままではっきりと見て取れた。

　布地は先走りですでにとろりと濡れ、少し触れば弾けてしまいそうだ。

　旬に触れられることでこんなにも喜び、快楽を得てくれているのだと思うと、愛おしさのあまり胸が詰まった。

（もっと……もっと感じて欲しい。もっともっと、色葉を悦ばせたい……）

　せりあがってくる興奮のせいで、旬の呼吸も荒くなる。

　色葉のシャツをまくり上げ、旬は胸の突起にしゃぶりついた。そして、窮屈そうだったボクサーパンツを下げ、色葉の屹立を手のひらの中で扱く。

「あ……っ！　ァ……や、やめっ……！」

　濡れそぼったペニスを握り込んだ手を上下しつつ、ちゅうっ……と色葉の尖りを舐め転がす。はじめは物言いたげにしていた色葉も徐々に言葉を失って、押し殺した喘ぎとともに腰を振るばかりだ。

「ん、んっ……！　っ……旬……」

「色葉……エロいね。すげぇかわいい。気持ちいい……？」

「ん、っ！　……ァ、も……あかん、こんな……っ」

　力なく肩を押し返されるも、そこに抵抗の意思は感じられない。

　それをいいことに、旬はさらに激しく舌を使って、色葉の敏感なそこを舐った。しゃぶるたびに溢れる濡れた水音と、押し殺した色葉の喘ぎが、アトリエの空気を淫らなものへ染め上げてゆく。

　そこに軽く歯を立てると、色葉は堪えきれないといった様子で「あ！」とか細い声を上げた。好よさそうな反応につい調子づいてしまい、旬はあえてリップ音をさせながら色葉を責め立てる。

「ンっ……！　ぁ、も、やめっ……！　イキそ、やから……っ」

「なんで……？　イっていいのに」

　旬の首にしがみつきながら、色葉は何度かかぶりを振った。そして息も絶え絶えといったようすで胸を上下させながら、色葉は涙声で旬に訴えた。

「……も、挿れてほしい……」

「いや、でも。まだ慣らしてないしさ」

　下条との関係の中、「指だけでもダメだった」というあの台詞を、旬は気にしているのだ。だが色葉はまた首を振る。

「……大丈夫、大丈夫やから」

「けど、いきなりってのは……」

　正直なところを言えば、旬のほうも限界だ。挿れたくて挿れたくてたまらないし、もうそれしか考えられないような状態である。

　だが、初めて旬のそれを受け入れる色葉の肉体への負担を考えると、どうしても慎重になってしまう。

　だが色葉はもどかしげに眉を寄せ、眼差しに情欲を滲ませて、旬に唇を寄せてきた。

「……なんでもしてくれるて、言うたやん」

「……言った、けど。痛かったら……」

「旬のこと考えながら……何回も、自分でした」

「え」

「やし、大丈夫やから……」

　それはつまり、色葉は旬を想いながら、後ろで自慰に耽ったことがあるということだろう。しかも、何回も……。

　涙声で旬の名を呟きながら、ひとりで自分を慰めている色葉の妄想が脳内にひらめいてしまい、あまりに淫らなその絵面に、旬は「やば……エロすぎかよ……」と心の中で呻いた。

「もう、我慢できひん。旬……しよ？」

「うっ……」

　硬く盛り上がったスラックスを撫でられながら求められ、旬は喜びと快楽のあまり、はぁ……と長い息を吐いた。

　ベルトを外して前を寛げると、これまで窮屈なところに閉じ込められていた昂りが露わになる。それを見て、色葉がごくんと息を呑んだ。

「わ……すご……」

「ちょっ……お前」

　熱い嘆息と共に、色葉の白い指が、先走りに濡れた旬の先端を躊躇いがちに撫でる。

　ぬる、ぬる……と塗り広げるように扱かれてしまえば、屹立がぐんと硬くなる。せりあがってくる快感に、旬は奥歯を噛み締めた。

「待てっ……て。ゴム、買ってきたから」

「……え、ほんま？」

「俺だって、ずっとお前に触れなくて寂しかったんだ。けどほら……仕事も、無事に終わったし」

「ふふ……せやな」

　色葉が照れたように笑っている。旬はちゅっと色葉の頬にキスをしつつ腕を伸ばし、手土産と共にコンビニで購入したコンドームとジェルを手に取った。

「僕がつけてもいい？」

「えっ……うん、いいけど」

　色葉は肘を支えに身体を起こすと、頬を赤らめつつ、旬からゴムの袋を受け取った。

　数多の美しい絵を生み出す白い指が、下腹につくほどに盛った旬の怒張に、不慣れな手つきでコンドームを装着している--その絵面だけで、とぷんと先走りが溢れてしまう。

　しかも色葉は、そのまま旬の上に馬乗りになり、手に取ったジェルを自らの後孔に塗りこめている。うぶそうな色葉をリードしていく気満々だったというのに、気づけば色葉のされるがままだ。

「なぁ、俺がするから」

「ん……いいねん。……旬は、そのままで」

　胸を上下させながら、色葉はとろりと微笑む。そして色葉はゆっくりと、硬く勃ち上がった旬のペニスの上に腰を落とし始めた。

「……はっ……色葉」

　浅い呼吸を繰り返しながら、色葉は旬の屹立を受け入れてゆく。

　女の蜜壺とは違い、そこには強張りのような硬さがあった。旬もきついが、色葉はもっと苦しいのではないかと思い、旬は腰を引こうとしたが……。

　ジェルのぬめりに助けられ、つぷんと雁首までを飲み込まれた。先端を包み込む内壁は、思いのほか熱くとろけている。色葉もまた旬と同じように、身体の内に熱を燻らせていたのだろう。色葉は小さな吐息とともにゆるゆると腰を浅く動かしながら、旬の怒張を飲み込み始めた。

「わ、っ……あ……っ」

　ぬる、ぬるととろみを帯びた狭いところに飲み込まれてゆく快楽が、旬の身体をざわめかせる。

　旬は色葉の腰を支え、少し苦しげな表情を見守った。

「……痛くねーの……？」

「だいじょうぶ。……てか、信じられへん……」

「何が？」

「旬と……こんなこと、してるんが」

　頬を紅潮させ涙目になりながらも、色葉はふっと気の抜けた笑みを見せた。

　その無防備すぎる笑顔が可愛くて、色葉のうなじを引き寄せてキスをした。抱きしめ合いながら唇を重ね合わせるうち、徐々に少し苦しそうだった色葉の吐息から力が抜けてゆく。

「脱いで、色葉。……全部」

　旬はワイシャツを脱ぎ捨て、色葉のＴシャツをも脱がせてしまう。ほっそりとした痩身はしっとりと汗に濡れ、なめらかな陶器のようだ。

　いつか胡粉の白を連想した色葉の肌は、どこか冷え冷えとしていたものだった。だが、今旬と一つになろうとしている色葉の肌は、みずみずしい生命力に溢れている。

　舌を絡め合う濃厚なキスを交わしながら、旬はゆっくり、ゆっくりと腰を上下に揺すって、色葉の中を拓いていった。あくまで、ゆっくりと……と自分に言い聞かせながら。

　そうでもしなければ快楽に負けて、色葉を畳の上に押し倒し、がむしゃらに腰を振ってしまいそうだった。色葉の内壁はひくひくとうねって、快楽を待ち侘びていた旬の性器を甘く甘く締めける。

（がまんしろ俺……がっつくな……）

　自分にそう言い聞かせながら、ぐんと深く腰を使うと、旬の肩に置かれた色葉の指に力が入る。色葉ははぁ……はぁ……と胸を弾ませ、顎を仰かせた。

「……はぁっ……！　旬っ……」

「っ……色葉んナカ、すげ……熱い」

「んっ……！　ん……っ」

　そして、とうとう色葉の尻たぶが旬の腰に触れた。

　全てを受け入れられた喜びで、色葉を抱く腕に強がこもる。

「っ……やべ、もうイキそ……。色葉、……苦しくない？」

「ん……平気……」

　平気と言いつつも、色葉は少し苦しそうだ。ぎゅう、と強く旬にしがみつく色葉の背を、労るように優しく撫でる。

　すると色葉は「っ……ぁ」と肌を震わせ、涙で潤んだ瞳で旬を見つめた。

「……っ、すごい……こんな」

「何が……？」

「だって僕、旬と……してる……」

　そう言ってふわりと笑う色葉の身体を、旬は思わずかき抱いた。

　汗ばんだ肌と肌がしっとりと蕩け合い、ぬくもりが伝わり合う感覚は心地よくて、とても安心する。柔らかな肌の匂いを吸いこんで、旬は色葉の背をそっと撫でた。全身が敏感になっているのか、それだけでも色葉の中がきゅんと締まる。

「っ……なぁ、動いていい？　もう、やばい俺。お前ん中、気持ち良すぎて……」

「……ほんま？　気持ちええ？」

「うん、かなりクる。……はやく色葉の中で、イきたいよ」

　旬の言葉で、触れ合っている色葉の身体がぽっと熱くなるのを感じた。

　どこまでも素直な反応が可愛くてたまらない。ゆっくりとだが深い抽送で、旬は色葉を突き上げ始めた。

「ぁ、あっ……！　ァ、んっ……」

　押し殺した色葉の喘ぎが、旬の耳をくすぐってくる。がっつくのを堪えようと思っているのに、深くまで繋がっているという感激と快楽とが相まって、腰の動きが速くなる。

　色葉の双丘を両手で掴み、下からぐん、ぐんと突き上げると、縋るように色葉の腕が首に絡んだ。

「あ、あっ……！　ァ、んっ……ん」

「色葉……ハァっ……すげぇ、イイ……」

「んっ……、旬……旬っ……」

　健気に揺さぶられながら、色葉は旬にキスを求めてきた。薄く開いた色葉の唇を舌で割り、その口内をも舌で深く愛撫する。

　ふたりぶんの吐息と喘ぎ、そして結合部から溢れる濡れた音がいやらしく、旬はたまらず色葉を床に横たえた。

　組み敷いてしまうと、快楽にとろけた色葉の顔がよく見える。平たい下腹も、大きく開かされている細くしなやかな脚も、旬に揺さぶられるたびに撓しなるペニスも……。

　興奮のあまり、旬の口元には笑みが浮かんだ。

「色葉のエロい顔……すげぇイイ。かわいすぎんだけど」

「そっ……そんなジロジロ、見んな、アホっ……!!」

「ダメ、見せて。顔隠すなって……なぁ、色葉」

「は、はずかしいから……っ、ン、んっ……」

　ほっそりとした全身から放たれる濃密な色香に、旬の身体はさらに盛さかった。

　顔を隠そうとする色葉の手首を掴んで床に縫い付け、思う様に激しく腰を打ちつける。パン、パンと肌と肌が弾ける音が高らかに響くたび、色葉の唇からは「あ、あ、あ、あっ」ともはや隠しようのない喘ぎ声があふれだす。

（もっと、もっと優しくしようと思ってたのに……ダメだ、良すぎて止まんね……）

　休むことなく抽送しながら、旬は身を屈めて色葉の唇を貪った。

　くぐもった色葉の喘ぎにも、積極的に旬のキスに応えようとする舌遣いにもどうしようもなく興奮する。

　捕らえていた色葉の手首を離し、つんと小さく尖った胸の突起を指で愛撫してみれば、色葉は「ア、っ……！　ぁ、んっ、んんンっ……！」と腰をびくんと小さく跳ねさせた。

「色葉……気持ちいい？　俺とするの……」

　荒い吐息の隙間で、色葉に問いかけてみる。色葉はこく、こくと何度も頷き、旬の背を抱き返した。

「うん、ンっ……きもちいい……、あたま、おかしなる……っ」

「ほんと？　すげぇ嬉しい」

「ん、ン……も、イきそ」

　最後のほうは、切なげな涙声だ。

　ぐいと色葉の膝を掴んでさらに脚を開かせると、ぎりぎりの最奥を狙って腰を振った。

　旬のほうも限界が近く、荒っぽい行為になってしまっていると頭では分かっている。だが、せり上がってくる絶頂の予感には抗えず、遮二無二に腰を打ちつけていた。

「ぁ、アっ……！　あ、んっ、ん……ッ！」

「ハァっ……色葉……イって。見せて、俺に」

　まっすぐに色葉を見つめながらそう囁くと、旬の精を搾り取らんとするかのように、ひときわ強く色葉の中がうねって、震えた。

　腰が砕けそうになるほどの快感が旬の全身を駆け巡ると同時に、色葉はか細い声を上げながら、旬の背中に爪を立てた。

「ん、っ……ンっ……！　っ、イく、イく……！」

「っく……ハァ……っ……！」

　限界まで膨れ上がった快楽の波が、一気に弾ける。

　きゅう、きゅうっ……と旬の精を搾り取るかのようにうねり、きつく締めつける色葉の中で、旬は達した。深い興奮と快楽に身を委ねながらのセックスで、心も身体も幸福感に満ち溢れている。

　じんじんと余韻に痺れた身体をどうにか支えながら、目を閉じて息を整えている、色葉を見つめた。

「っ……は……はぁっ……」

　汗で乱れた色葉の前髪を、指先でよけてやる。すると色葉は重たげに瞬きをしつつ旬を見上げて、甘えるように微笑んだ。

　それはとても幸せそうな笑顔で、旬はなぜだか泣きたくなった。

「色葉……好きだよ」

　吐息のようにあふれた愛の言葉に、色葉の瞳がわずかに見開かれる。すう……と一筋流れた涙をぐいと親指で拭うと、色葉はさっきよりも明るい笑顔を見せてくれた。

「僕も、好き。めっちゃ好きや」

「へへっ……」

　間近で花開く色葉の笑みは照れくさいほどにまばゆくて、きれいだ。この美しい黒水晶のような瞳を、二度と孤独で曇らせたくはない――。

　行為で乱れた黒髪を耳にかけてやり、汗ばんだ頬を撫でながら、旬は噛み締めるようにこう告げた。

「色葉。俺と、付き合ってくれる？」

「へっ……な、なんや急に改まって……」

「そりゃ改まるよ。ちゃんとしときたいんだ、お前とのこと」

「……旬」

　見上げる色葉の眼差しに、ふっと優しい色が浮かぶ。

　旬の申し出への返事のように、柔らかなキスが唇に触れた。

「うん……こちらこそ、よろしく、な」

「……うん、よろしく。……へへっ」

　色葉の答えを聞き、旬の顔もゆるゆると緩んでしまう。すると色葉は呆れたように眉を下げ、「ゆるい顔やな。あはっ」と、声を立てて笑った。

　初めて耳にする色葉の笑い声に、旬の瞳もさらにきらめく。

　床の間に立てかけてある赤い金魚が、ぴょんと跳ねる音が聞こえた気がした。










【エピローグ】











　そしてまた季節は巡り、桜がほころび始めた頃のこと。

　旬は仕事を終え、岡崎公園へと向かっていた。

　岡崎エリアで特に有名なのは平安神宮だろうか。道路にででんと立つ巨大な丹塗りの鳥居は流石の迫力だ。その周辺には美術館や博物館があり、さらにはコンサートホールや動物園、大きなグラウンドまで揃った文化スポットである。

「十八時か……まだやってるな」

　岡崎公園から東に入った通り沿いにあるギャラリー「夢路」にて、色葉が個展を開いているのだ。

　色葉のＳＮＳを目にした「夢路」のオーナーから、「ぜひうちで個展をやってほしい」とラブコールを受けたのである。

　「夢路」は、岡崎公園の周囲をめぐる琵琶湖疏水沿いにあり、広々としたオープンな空間が魅力的なギャラリーだ。観光客だけでなく、近所を散歩している人々もふらりと立ち寄れるような、親しみやすい雰囲気が売りである。

　気候はあたたかく桜の時期が近いということもあり、個展の初日からたくさんのお客に恵まれた。個展が決まってからこっち、色葉は準備で多忙な日々を過ごしていたが、その表情はとても充実していた。

　ちなみに個展の開催期間中、色葉は旬の家に滞在している。一週間の日程とはいえ、毎日山から通うのは大変だからと、旬が色葉を誘ったのだ。

　普段は旬がアトリエに泊まることのほうが多いのだが、この一週間はずっと旬のマンションだ。ワンルームという手狭さは、セックスの声などに気を遣うが、色葉と寝起きを共にする日々はとても楽しい。

　二人で暮らせたらいいのにと思わない日はないのだが、色葉がのびのびと創作活動をするには、やはりあの山の家が必要だ。家族との思い出の地であり、静かに絵に没頭できる場所だから。

「あ、旬。来てくれたんや」

　ひょいとギャラリーの中を覗き込むと、色葉はすぐに旬に気づいて笑顔を見せた。

「おう。調子どうですか、橘先生」

「先生とかやめてや」

　普段、絵の具まみれのツナギにＴシャツという格好ばかりを見慣れているため、今日のようなすっきりとした格好を見るとドキドキする。淡いブルーのワイシャツに濃紺のジャケット、そして細身のスラックスといういでたちで、きちんと感にあふれている。

（……作業着姿もエロいけど、こういう爽やかな格好もいいもんだな……さすがだわ）

　と、普段と違う恋人の姿に見惚れていると――。

「ん？」

　ふと、ギャラリーの入り口にずらりと並んだ祝いの花の中に、とある名前を見つけてしまう。

「えっ……何これ!?」

「ｇａｌｌｅｒｙ Ｓｈｉｍｏｊｏ」という札のついた胡蝶蘭である。たわわに咲いた花は見事だ。軽く五万はするだろう。……というかなぜ、こんなところに下条からの祝いの花が。

　旬の心を見透かしたかのように色葉は苦笑して、「別になんも連絡ないし、大丈夫やで」と言う。落ち着いた色葉の声に、取り乱した自分が恥ずかしくなってしまった。

「べ、別に気にしてねーし。しかしすごい量じゃん、これ持って帰んの？」

「まぁ、山の家ならなんぼでも飾れるしな」

「確かに」

　あれから数ヶ月、色葉は順調に絵の依頼を受けている。

　はじめは個人からの依頼が多かったが、ここ最近は企業からの依頼も増えているため、打ち合わせに出向く機会も増えた。色葉を包み込んでいた儚さのようなものは鳴りを潜め、すっかり「日本画家」の顔をしている。

　ここ最近で一番色葉が張り切っていていたのは、若手恋愛小説家・都倉航平の新作の装画を描く仕事だった。

　都倉航平の作品は次々に映像化され、老若男女に人気がある。今や彼の名を知らぬものはいないのではないかというほどの有名作家だ。彼もまたＳＮＳで色葉の絵を見て感動したらしく、出版社を通して色葉に依頼を寄せてきたのだった。

　旬はミーハーなたちであるため、有名な作品の何冊かは読んだことがある。だが、色葉はこれまでまともに小説を読んだことがなかったようだ。この件を担当するにあたり、初めて都倉航平の作品に触れ……そして、見事にハマっていた。

「この世界観を絵にするんか……!!」と張り切りつつも怯んでいたが、都倉作品にどっぷり浸かりながら仕上げた日本画は絶賛され、書影が出た途端大反響。発売前から増刷がかかっているらしい。

　誰かのために描くということ――それは、色葉にとってはいいモチベーションとなっているようだ。目に力が宿り、表情がいきいきしている。

（いい顔してんな……）

　旬が絵と色葉を眺めている間も、色葉はにこやかに高齢女性と言葉を交わしていた。絵の話をしているときの色葉は、とても幸せそうである。

　そうこうしているうち、お客がまた増えてきた。

　なんとなく旬もスタッフのような立場でお客と言葉を交わすうち、入り口付近に並べていたポストカードはあっという間に完売だ。

　学生ふうの若い男女、スーツ姿でやってくる客、犬を連れてやってきた年嵩の男性などなど（犬はもちろん玄関につないでもらった）、思った以上にたくさんの客が訪れる。これには旬も驚きだった。

　時折たどたどしさもありながら、和やかにお客と言葉を交わす色葉の姿に、旬はそっと笑みを浮かべる。

　孤独ではない色葉を見ていると、何だかとても安心できた。
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「あぁ…………疲れた」

　どさ、とベッドに倒れ込む色葉から上着を脱がせ、ハンガーにかけてやる。甲斐甲斐しく色葉の世話を焼きながら、帰り道に購入した惣菜の類をキッチンであたためつつ、旬は自分も部屋着に着替えた。

「お疲れさん。けど、そのまま寝るなよ、風邪ひくぞ」

「んん……寝ぇへんよ。寝たいけど……」

　ベッドにうつぶせになり、うとうとと寝かかっている色葉である。だが、何か気にかかったのか、むくりと肘をついて起き上がった。

　その視線は、ローテーブルの上に重ねられた雑誌を見ている。

「なぁ、ご両親に記事見せたん？」

「え？　あ、うん……雑誌ごと送っといた」

「そうなんや！　で、で？　反応あったん……？」

　がば、と身体を起こした色葉の隣に腰を下ろし、旬はスマートフォンのメール画面を見せた。

　少し前に、旬が担当したリノベーション物件が雑誌に掲載されたのである。

　建築系の雑誌ではなく、読者数の多い女性誌での掲載だった。『リノベーション～京都の街で生まれ変わる』というタイトルがつけられた企画だ。古びた店が新たに生まれ変わるまでの過程を追うという内容で、その中に、旬が担当した店舗が掲載されたのだった。

　旬へのインタビュー記事のみならず、なんと顔写真まで掲載された。クライエントの喜びの声も、もちろんセットで。

　取材は丁寧だったし、とても好意的な書かれ方をしていたため、旬にとっては良い記念の一冊となった。記事を読んだ色葉の表情はとても誇らしげで、それもまた嬉しかったものである。

　そのとき、色葉から提案を受けたのだ。「この記事、実家に送ってみたらええんちゃう？」と。

　旬が両親とうまくいっていないということを、色葉は気にしている。加えて、旬が男である自分と交際していることで、さらに常盤家の溝を深めたらどうしよう――と不安に感じているらしい。

　頭の固い両親を思うと、色葉との関係を明かすまでにはまだ時間がかかるだろう。だがまずは、仕事の部分で安心してもらえたらいいかと思い、旬は両親に雑誌を送ったのだった。

　その反応が、今日の昼休みに届いていた。

　旬が見せたメール画面を、色葉が緊張の面持ちで覗き込み……やがてその瞳が、キラキラと輝きだした。

「わ……わぁ、すごいやん！　めっちゃ褒められてるやん！」

「う、うん……そーなんだよね」

「『お父さんも嬉しそう』やって！　職場に雑誌持って行かはるんやって！　良かったなぁ、旬！」

「う、うん……へへ」

　篠原とランチを取っているとき、母親からの返信があった。

　旬の生き方を頭から否定してきた両親だ。きっと、こんな記事ひとつ読んだところで、旬の人生を理解してくれるとは思えない……そう予防線を張り、自衛しつつメールを読んだのだが――。

　スマートフォンを見つめながらぽろりと涙をこぼした旬を見て、篠原が「どっ、どーしたの!?」と仰天していた。

　両親は記事を見て、とても喜んでくれたらしい。

　母親のメールの文章には「とても素敵」「このお店を旬が作ったなんてすごい」「いい仕事に就けたのね」と、旬の作り上げたものを褒める言葉がたくさん並んでいた。

　そして、「お父さん、感心してたわ」「部下に見せるんだって、嬉しそうに職場に持っていったのよ」という言葉も。

　おしゃれな女性誌を、父がどんな顔で部下たちに見せるのだろうかと想像すると可笑しくて、そしてすごく嬉しくて、涙が出た。

　旬の仕事を――生き方を認めてもらえたことに、深い安堵を覚えたのだ。

「……失望されなくて、良かったよ」

　旬がぽつりとそう言うと、色葉に強く抱きしめられた。

「そらそうやって！　こんなすごい仕事ができんねんで？　きっと、ご両親も認めてくれはると思ってた」

「うん……ありがとな」

「良かったなぁ、旬。たまには顔見せに帰ったりや？　絶対喜ばはるよ」

「うん、そーだな」

　ぐす、と小さく鼻を啜ると、色葉がきゅっと手を握ってくれた。旬は涙目で色葉を見つめる。

「色葉も来る？　まだ……友達としか紹介できないけど」

「いや……それはなぁ」

　途端に不安げな表情になる色葉の手を、旬は強く握り返した。

　色葉の気持ちは分かっている。

　せっかくまとまりかけている旬の家族を、自分の存在でバラバラにしたくない……そう思っているのだと。

　だが旬にとって、色葉の存在はもはやかけがえのないものだ。恋人であり、友人であり、互いの仕事のことを分かり合える大切なパートナー。

　今ではなくても、いつか。色葉との未来を家族に受け入れてもらえたら――そう思わずにはいられない。

　旬はいつものように明るく笑い、色葉と恋人繋ぎをした。

「急がなくていいからさ、いつかはきちんと、うちの親にも紹介させてくれよな」

「う、うん……。そう言ってくれんのは、嬉しいんやけど」

「大丈夫だって！　俺、何かと親に反対されんのは慣れてるし、説得すんのも慣れてるし」

「それは……確かにそうみたいやな」

「だろ？　そのうち分かってくれんだろ。ずっと一緒にいれば、俺らが本気ってことも伝わるよ」

　力強くそう言うと、旬の手のひらに重なる色葉の手にも、力がこもった。不安げだった色葉の瞳に、明るさが戻ってくる。

「不思議やなぁ……。旬が大丈夫って言うと、なんとなく大丈夫かもって思えてまう」

「へへ」

　優しく微笑む色葉にキスをして、そのままベッドに押し倒す。明日はようやく二人揃っての休みだ。今夜はいくらでも、色葉を抱いていられる。

「んっ……こら、旬……！」

「んー？　何……痛い痛い、痛いって」

　色葉の首筋にキスをしながらシャツの中に手を忍ばせていると、背中をバシバシと叩かれた。……痛い。いつもなら、すぐに甘い雰囲気になるのに。

「忙しくて、朝から何も食ってへんねん。なんか食いたいわ」

「えっ、そーなの？　分かった、すぐ食お！」

「ほんでな、明日一緒に画材屋行かへん？　旬がこないだスケッチしたポメラニアン、せっかくやし色つけようや」

　そう、色葉と交際を始めてから、旬は再びスケッチブックを手にするようになった。休みの日は学生時代のように並んでスケッチをしたり、絵に没頭する色葉を眺めたりと、のんびりした時間を過ごしている。

　あの頃と変わったことといえば、色葉に日本画を教わるようになったことだろう。「旬も描いたらええのに」と、何気なく言われたことがきっかけだった。

　一度諦めた夢に、再び手を伸ばすことはないと思っていたのに。

　今ではアトリエの片隅に、旬のスペースが出来上がっている。

「ポメラニアンか……。あんなフワッフワの生き物描けるかな俺……何百万本毛があんだよ」

「いけるやろ。根性要りそうやけど」

「お前は簡単に言うよなぁ……」

「いけるいける。やってみようや」

「……うん、分かった。やってみるか！」

　旬が頷くと、色葉も力強く頷いて、頼もしい笑顔を見せた。色葉のこんな顔が見られるのなら、いくらでも頑張ろうと思えてしまう。




　並んで絵を描き、一緒に食事をして。

　たまに小さな喧嘩をして、仲直りをして、ぬくもりを重ねて――。

　色葉と生きるささやかな日常を想い描くだけで、心がとてもあたたかい。

　まばゆく優しい光の色が、ふたりで歩む未来の色だ。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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